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千人の悪魔の峰
、征OI-JmrralNOr・五､正丑OK-JS△画， rJEVIⅡ_二霊

マモストン・カンリ(7,516m)の全容

ThewholeaspectofMamostongKangrifromMamostongGL・side



トロンポティ・ナラ(川)の徒渉

Wadeacrossastream.

天まで続くような岩の道を辿る

CentralAsiaTradeRoute
passedtheextremelysteep
onthewall.

日本人として75年振りに訪れた

中央アジア交易路

を辿って

炎熱下に晒される馬の死骸

Mummyofhorse.



キャラバン初日は、ジンモチェ泊り

Wearrivedthecampsiteat
Jhingmocheonthefirstday
ofapproachmarch.

サセル・ラ(5,395m)近くの氷河湖

aGIacierLake,near●the

SaserLa(5,395m)

蕊蕊蕊蕊識鍵蕊蕊蕊灘
騨鍵

蕊
鴬蕊§

蕊 霞

騨蕊蕊蕊謹磯

… 蕊蕊灘綴

：#蕊
難

マモストン・カンリの頂が初めて顔を出す

WehadOurfirStSightOfthe

MamostongKangriatSkyampoche.

’

|’

’

’

’



Ladakhi lady. 

夏祭りにやって来たヤク

" Yak" is a good worker 
at the Himalaya. 

ーラダック ー

We stayed the Leh just at t! 

time held a Summer Festiva 

勇壮なボロ競技

Polo game. 



カルドン・ラヘの道、

背景はストック・カンリ山群鱗 蕊

awaytotheKhardungLa,ItIs

theheighestpassthatcrossed

篝 溌議
‐
‐
‐
ｐ
Ｈ

や
。
‐

息慈

byautotruck.鋺

－_ヌブ､ミラ香一

)07年､此の地を訪れた我が国の先雛者

野強に『清国の垢と英領の垢とを同時

洗い去る、あに快事ならずや』と云わ

めたパナミックの温泉

Wewerewashingourselvesin

上hehotspringatPanamik.

トロンポティ・ラの峠に立つとヌブラ谷

の白い河床が傭画出来る

LookingdowntheSasomaand

NubraR.fromTrumputiLa｡



弾－h桐

、
・
・
域
辮
篭
篭
錘

錘

蕊…
ｊ
＃

】

､ヶ

兇も

窪謹：-藷苓一子 F鷺：.;・

熱
召

i･:』:．

．ヰハ、ざ.‘,:‐
‐‐豊j悪

凝議”;､鎌，紗一

鴬
甥

●
１
Ｊ
Ⅷ
ノ

スキャンポチェからのマモストン氷河

§TheentranceofMamostongGL.

蕊
蕊

篝

コバルト・ブルーに輝くモレーン湖

翅
，
辻

鍵鍵灘
abeautifulmorainelakenear

theAdvanceBaseCamp.

舞
鶴

晶弾
－4

鍵驚
詞

印

､曲 ¥4

鐙・
轍ぞ、

封

鰯群

寵
鍵
轍

鍵

辮
少
勒
超
、
“
与蝿

蕊
蕊
婦

織
為

癖
眩
。
．

訴
渉
輪
、
騏
矛

‐
鴬
ゞ
・
蕊
》
”

敏
・
・
氏
、
．
識

研
や
記
．
Ｊ
苧
塞
纈
識

，
‐
Ｆ
智

惑
遥
瀞
瀞
‘
誕
鯵
識

弘
琵 ’1．

＃

唱掴

蕊鍵



鋳議鱗鍵織
韓駕

…

#…'ﾝ氷河右岸の山々
aviewofunnamed

peaksattheheadof

MamostongGL.

壁の基部に設けられたCamP1

amplattheheighof

,600msituatedonend

fMamostongGL.

蕊§蕊蕊
鞘

輔議

蕊

.,F識

氷河上の休憩鍵
鐸

takearestatjust
belowtheCamp2.

鱗
耀 鶴鰹

鱗蕊

驚鍵
“…#鰯【:…

＄q串

認ヨ

鱗



輻

舞拶難

鱗蕊
繊］鳶 タンマン氷河源頭部を進む

篭

鵜 Wewentonlengthy
ThamgmanGL･tO

Camp2.

蕊議蕊

； 鍵

聯
….鼻1

,〆、"？
虫

”職:.熟織鍵§鰯感…
F正二

亀.:，侭患鍵

Camp2(6,100m)

Camp2attheheighof6,100m

situatedonsnowplateauinupper

ThamgmanGL.

蕊
瀞

CamP3への雪面を登る

TherouteuptoCamp3went
onlengthysnowslope,with

notechnicaldifficulty.

畷

工喀’

騨擬

蟻

癖篭

鱸§蕊".、 鱗息學苓蕊難韓驚。蕊蕊霧蕊､織瀞蕊鶏騨



’
一
》

識蕊麟

マモストン・カンリⅢ峰(7,016m)

aviewoftheNorthFaceof

MamostongKangri3.
鰯蕊1蕊:驚
き簿.:蕊:.I.¥::1..罫:蝉:'::蕊赫.:;:1.認|

鑿驚職肇謹:撰轤＃：
§蟻惹鐵譽･鐵諏鐵幕

『_ﾆー

灘

:麓;

鍵蕊議議議鍵蕊鍵灘蟻鱗議議

許鈎

§ マモストン・カンリⅡ峰(7,071凧）

(別名：チ豆ング・クムダン・ピーク）§議蕊

鍵

蕊
蕊

aviewoftheSouthFaceof

MamostongKangri2.

職

幹

職鐘§

職

／
＃

窪

鴬

鯵
織
蕊
嚥
倒

‐
Ｊ
‐
‐
叩
凸
領
Ｐ

J1

Ⅱ

蕊蕊撚

蕊



パルワント．S･サンドゥ大佐

Co1.BalwantS.Sandhu

山田昇

NoboruYamada

尾形好雄

YoshioOgata

湊
蕊

蕊蕊

錘

顎導

蕪蕊

識

難

溌識

“
二
屯
、
宮

灘
・
糠
”蕊

里11淫

熱
心

織 鶴

RanjitKumar

ランジゥト・クマール

蕊

鴬 驚蕊鍵蕊謹蕊3

篝 蕊藍鰯

識

＃

！
§

ParashMoniDas

P。M･ダス

H､C・Chauhan

H。C・チャーハン

NandlalPurohit

ナンドゥーラル・プロフィット



新郷信廣l

NobuhiroShingo

吉田憲司

KenjiYoshida

岩崎洋

Hiroshilwagaki

北
埼
画
風
、

捗り
典

“
７

§

篝蕊

繊
蕊
蕊
鵜
識

蕊
蕊
轆
蕊

……群'1,鍔'14-:訳

駕繋鶴鍵鶴蕊譲鶴鶴譲鱗蕊議識鍵蕊鍵蕊

RattanSinghl

ラッタン・シン’

MahavirThakur

マハピール・タクル’

RajeevSharma

ラジィプ・シャルマ



a view of Rimo Mountains from the summit. 
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有志者事意成也

日本ヒマラヤ協会

専務理事矛沼田壼童菫

東部カラコルム(インド領)の山々の名が有志の間でささやかれ出したのは、今から15年前頃からであっ

た。当時、東部カラコルムにあって最も我々を引き付けていたのは、サセル・カンリであった。マモストン

・カンリは言うに及ばずであるが、それは、余りにも奥にあり、国境(停戦ライン)に近く、一層の難しさを

意識していたことからであった。

以後、サセル・カンリは、HAJの精神である未踏への憧れの象徴となってきたのである。そして、その

彼方にそびえるマモストン・カンリは、サセルに続く遥かなターケットであった。

1973年、最初の正式アプリケーションを出した当時は、ラダックそのものさえまだ開かれていなかったの

である。サセルをやれるなら職を投げ打ってもと、正直、何人かの人間はそう思うほど、此の地への意志は

強烈だったのである。

アプリケーションは、辛抱強く毎年出し続けられた｡12年の時の流れの間にHAJとインドとの結び付

きは次第に強められ、また、国際情勢も幾変転を重ねた。そして、推進する中核も入れ替わりがあったが、

思いは絶えることなく引き継がれた。

1984年9月13日、見事にそれはマモストン・カンリの頂上に結果した。サセル・カンリ隊もこの7月に出

発する。同じような積み重ねは、ブータン、ネパール、中国にも見ることが出来ろ。今まさに結実しようと

しているものもあり、密かに芽をふいて進行しているものもある。

頂に立った者は、たどってきたトレールの彼方に連なる多くの先齪者に想いを馳せるべきであり、新たな

トレールを開拓する務めを負ってほしいと念願する。マモストン・カンリヘのそもそもの道を拓いた沖允人

氏に託して感謝を捧げるものである。

そして、誰にもましてインドを愛し、東部カラコルムヘの道途中にして、ナンガ・パルバットに消えた角

田不二氏の霊にこの害を捧げるものである。

『有志者事意成也』・・・志あれば事ついに成る。…この言葉は、常に希望であり、心の支え

である。たとえ今は、絶望的な状況にあろうとも志を持ち続けることである。それは、年月を経て発酵し、

やがて芳醇な美酒となろう。それを汲む者も発酵させた者も共に幸いではないか。

｡

一｡－

1985年6月
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はじめに

隊長尾珂妻女子玄佳

1984年の夏は、一際暑い夏であった。

7月の中旬に先発隊を送りだした後、インド側の準備が遅れているので本隊の出発は少し遅らせてくれと

の連絡が入り、本隊の出発は1週間遅らせた。そして、まさかこの1週間に、悲しみの深潭に突き落とされ

完膚なきまでに自分を打ちのめす事態が起るとは夢にも思わなかった。

HAJナンガパルパット隊の遭難の第一報が外務省領事課よりもたらされたのは7月23日であった。ナン

ガパルパットの隊長角田不二君は、マモストン・カンリの隊員としてナンガパルバットの登山終了後、スリ

ナガールで落ち会うことになっていたのである。その頼りにしていた角田君らの思わぬ悲報に我が耳を疑っ

た。

然し、事態は日増しに悲劇を肯定する方へと進み、憂色が濃くなっていった。事務局に連日泊り込み神経

の擦り減るような応対に多忙を極める中で、「いざ出陣！」と高まっていたマモストンヘの意欲は次第に消

え失せていった。何度も「行くべきなのだろうか。」の自問を繰りかえし思い悩んだ。最終的に稲田専務理

事をはじめHAJの会員諸兄より「後は何とかするから是非行くべきだ。」の励ましの言葉に意を決し、正

に断腸の思いで出発することになった。

出発当日は、暗黒の雨雲が上空を覆い、車軸を流すような豪雨の中を成田へ車を走らせた。正に自分達の

出発を暗示するかのように嵐の中を飛び立った。機内で、自分が念じた事は「何としても事故は起こせない

何が何でも全員無事に連れ戻らねばならない。」と云う思いであった。

インド人と一緒と云うことで、それでなくとも気苦労の多い合同登山の中で、このプレッシャーは両肩に

ずしりとのしかかり最後まで解放されることは無かった。隊長として何度かヒマラヤへ出かけた中で今回ほ

ど精神的苦痛を味わった遠征も無かった。

それだけに、9月13日、15日、16日の3度にわたるアタックで全員が初登頂に成功した時は、本当に嬉し

かった。「千人の悪魔」の絶頂は自分のヒマラヤ登山の中でも感慨深い思い出の一頁を記してくれた。

こうして、千載一遇の好機を得て地球上に残り少なくなった未踏峰にインドの岳友と共に初登頂の旗を掲

げることが出来ましたのも、偏にこの遠征を支えて下さった皆様方の深い御理解と御支援、御協力の賜と隊

員一同深く感謝を申し上げます。

ここに、自分達の足跡を記した拙い報告書を上梓しましたので御一読頂ければ幸甚に存じます。

1985年5月

－4－
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計画概要

登山隊員





計画の概要

趣 ］
日

日本ヒマラヤ協会は、創立以来10数年、高地アジアの山々 を対象に連続的な登山と調査・研究活動を実

施しながらこの分野をリードし、その発展に尽力してまいりました。

此の度、私達は更に大きな飛躍を求めて東部カラコルムの未踏峰へ登山隊を送るべく準備をしております。

東部カラコルムのシャイョーク河とヌブラ谷の間に挟まれて南東に連なる山脈には、リモ・ムズターグや

サセル・ムズターグといった未踏峰の宝庫ともいうべき魅力ある山群が横たわり、世界のヒマラヤニスト達
を引きつけてやまない垂誕の地となっております。

然しながら、この辺りのヌブラ、シャイヨーク・アクサイチン地区は、インド・パキスタン・中国の三国

が境を接しているため、これまでも度々 国境紛争の場となり、未だに外国人の立入りが許されない厳しいコ
ントロール・エリアとなっております。

今般、当、日本ヒマラヤ協会は10年の星霜を重ねるインドとの継続折衝が実って、東部カラコルムの未

踏峰では最高峰であるマモストン・カンリ(7,516m)の登山許可を取得しました。これは、インド登山財団（

IMF)との合意に基ずきインド登山財団側との合同隊という条件付きで許可されたものであります。合同

隊とはいえ、とにかくもこの待望久しいインド北西辺境地区へ外国登山隊としては、印・パ分離独立以来初
めて入域することを許されたのであります。

地球上に残された7,500m台の未踏峰も10指に数えられるほど残り少なくなった現在、この好機を最大限

に活用して、目標とするマモストン・カンリのみならず自然科学、人文科学上深い興味がもたれるこの地域
について様々な成果をもたらす所存であります。

何とぞ、本還征の趣旨を御理解の上、絶大な御支援を賜りますようお願い申し上げます。

1984年4月

日本．インド合同カラコルム登山隊1984

隊長尾形好雄

－9－



目標の山と遠征の目的

1．目標の山

東部カラコルム、マモストン・カンリ峰(Nt･NANOSTONGKANGRI)

（北緯35度08分、東経77度35分）

2．登山期間

1984年7月～9月

3．遠征の目的

1）未踏峰・マモストン・カンリの初登頂

2）インド登山家との交流親善

-7,516m-

隊の名称・組織

1．隊の名称

日本・インド合同カラコルム登山隊1984年

（英文名)INDO-JAPANESEJOINTKARAKORANEXPEDITION1984.

（略称)IJKE-84

2、主催

日本ヒマラヤ協会

THEHINALAYANASSOCIATIONoFJAPAN(HAJ)

インド登山財団

INDIANNOUNTAINEERINGFOUNDATION(IMF)

3．隊の構成

日本側：隊長尾形好雄(36）隊員4名

インド側：隊長COl.BalwantSandhu(48)隊員6名

4．推進の組織

日本・インド合同カラコルム登山隊実行委員会

長柴田金之助(日本ヒマラヤ協会々長）
今
云

実行委員長稲田定重（〃専務理事）

副実行委員長尾形好雄（登山隊々長）

事務局長山森欣一(日本ヒマラヤ協会事務局長）

医師1名

委員八木原圀明飛田和夫登山隊々員

事務局〒160東京都新宿区高田馬場3-23-1淀橋食糧ビル506号

日本ヒマラヤ協会電話03-367-5821

現地連絡先INDIANMOUNTAINEERINGF6UNDATION(IMF)

BenitoJuarezKoad,AnandNiketan,

NewDelhi-110021,INDIA.

Phone:671211
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目標の山の概要

母なるインダスの通かな水上の一つであろシャイヨ ーク河は、カラコルムの東部、リモ氷河を源頭として、

その直ぐ下流でカラコルム峠及びその東方に広がろデブサン高原の北を源とするキプ・チャップ河を合わせ

て南下し、さらにパンゴン湖に発すろ支流を飲み込んだ後、サセル ・カン1)山群の南端で突然流れを北西に

転じろ大屈曲部をなし、悠久なるインダスの流れへと注ぐ。このシャィヨ ーク河には、右岸から多くの氷河

が流入しており、それらの氷河の流動は活発で、度々シャイヨ ーク河を堰止めては氷河ダムを形成し、 やが

て決壊して大洪水となって下流の村々に大きな被害を与えてきた。特にチョング ・ クムダン氷河のダムは有

名で、 1926年10月末にはこの氷河ダムが決壊して大洪水をもたらしている。また、 1928年には上流5マイル

以上にわたって大湖水を出現させ、翌年にはこの氷河ダムも決渡していろ。(※1 )

一方、 ヒマラヤの山岳氷河では最長の長さと云われるシアチェン氷河(72 km)はその舌端でヌプラ河の流れ

へと注入し、やがてシャィヨ ークの流れに合流する。「ヌプラ」とは、ラダックの言葉で「緑の谷」を意味

すろと云う。その名の通りヌプラ谷は、この辺りの一面荒涼とした世界に潤いを与えてくれる。

このシャイヨ ーク河とヌプラ谷の問に挟まれて南東に走る山脈が、リモ・ムズタ ーグとサセル・ムズタ ー

グの山塊であろ。 1930年、 K ・ メ ースン、 F · E ・ ヤングハズパンドら当時の著名な地理、澗量、探検関係

者ら 12名が 一同に会して開かれたカラコルム協議会の区分によると、これらの山塊には次のような山群が属

すろ。即ち、リモ ・ ムズタ ーグにはSouthTeron Group, Sherkar Group, Kum dan Group. サセル ・ムズタ

ーグにはSaserGroup, Chhushkun Group, Shuupa Kanchang Group, Arganglas Group, Kunzang Group, 

Shyok Groupが含まれるとされている。

本遠征で目標とするマモストン ・ カンリ(7,516m)は、このリモ・ムズターグに属するクムダン・グループ

の盟主としてサセル ・ カンリの北西に位置（北緯35度08分 東経77度35分）する。

マモストン ・ カンリは3つの大きな氷河を有していろ。南には約16kmのマモストン氷河が有り、この氷河

は舌端でトロンボティ川と合流し、やがてこの流れはヌプラ河へと注ぐ。東には約20 kmのタンマン氷河が横

たわり、そして北西面にはこれも長大なチョング・クムダン氷河が有る。この2つの氷河はいずれもアッパ
ー ・ シャィヨ ーク河へと注ぎ、時として前述したような氷河ダムを形成してきた。

「マモストン」の謂は、ヤルカンドの伝説から来ていると云われる。昔、中央アジアからの隊商の一隊が

サセル ・ ラ(5 ,328 m)の高嶺を越えた所で大勢死んでるのが発見され、それ以来この山が「千人の悪魔の山」

と呼ばれろようになったと云う。こうした伝説もこの山が、ラダックのレ ーと中央アジアのヤルカンドを結

ぷ古来の中央アジア交易路の傍に位置していたからであろう。

こうした怨念のこもった名の由来のせいか、 1860年代に澗最された山でありながら、長い間沈黙を保ち本

格的な登山活動の記録が見聞されないまま不遇をかこってきた。ィンド測最局からK-32のマップ・ナンバ ー

を付与されたこの山を最初に探査したのは、 1907年のア ーサ ー ・ニ ー ヴ、 D·G · オリパーの一行であろう

か。その後は1928年にィギリスのM·L · A・ ゴンバー ツらがマモストン氷河に入った記録が見られる。然

し、以後約40年の間この山への足跡はみられず、1969年になってプレム ・ チャンド大佐の率いるインド陸軍

隊がマモストン氷河に入って偵察を行った。

このようにこの山の記録は少なく、従って同峰の写真も少ない。 これまでに発表された殆どの写真が遠望

写真で、山容を識別できる程度のものばかりでル ートを検討出来るような写真は未見である。

(※1: Himalayan Journal Vol 1 P4 by F .Ludlou,, Vol 2 P35 by J .P .Gunn) 
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登山隊員

CLIMBING�IEMBERS LIST 
く日本側メ ン パ ー ＞

(!)生年月8 (3) 勤務先

(2)住所・ TEL (4)登11J経歴（洞外）隊 長

尾 形 好 雄 1) 1 9 4 8 年 7 月 生

Yoshio Ogata. 2) 東京都中野区

副 隊 長

山 田 昇

Noboru Yamada. 

3)日本ヒマラヤ協会事務局

4) 1974年春 ックチェ ・ ビ ーク (6,920m)隊長、登頂者

1978年春 ヒマルチュリ(7,893m)隊長、 西蜂初登頂者

1980年秋 ケダルナート ・ ド ー ム (6,831m) 隊長、登頂者

1981年春 カンチェンジ ュ ンガ (8,598m)縦走隊長、 西蜂登頂者

1981年秋 ナンダ ・ カー ト(6,611m)捜索隊副隊長

1983年秋 ナンダ ・ カー ト(6,611m)隊長

1984年秋 マモストン ・ カンリ (7,516m)隊長、初登頂

1) 1 9 5 0 年 2 月 生

2) 神奈川県川碕市

3) (株）カモシカ ・ スボ ー ツ

4) 1978年秋 ダウラギリ I 蜂 (8,167111)登頂者

1980年春 カンチェンジ ュ ンガ (8,598m)偵察

1980年秋 ケダルナー ト・ ド ー ム (6,831111)副隊長、登頂者 

1981年春 カンチェンジュンガ (8,598m)登頂者

1981年秋 ランタン ・ 1J (7 ,239m)登禁リーダー 、初登頂者 

1981年秋 ナンダ ・ カート (6,611m)捜索

1982年秋 ダウラギリI蜂 (8,167m)登攀リーダー、登頂者 

1982年冬 マナスル (8,163m)隊長

1983年秋 ロ ー ツェ(8,Sllm)登攀1)ーダー、登頂者

1983年冬 エペレスト (8,848111)登攀リーダー 、 登頂者

1984年秋 マモストン ・ カンリ(7,516m)初登頂者

1984年冬 アンナプルナI蜂 (8,091m)登睾リーダー 

隊 貝

新 郷 信廣 1) 1 9 4 3 年 3 月 生

Nobuh i ro Sh i ngo • 2) 佐賀県佐沢市 

3)新郷酒店（自営）

4) 1978年夏 マッキンレー (6,194m)副隊長、登頂者

1980年秋 ヶダルナート・ ド ー ム (6,831m)登頂者

1981年秋 ナンダカート(6,611m)捜索
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1982年冬 マナスル(8,163m)

1983年秋 パルテクンタ(6,578m) 副隊長

1984年秋 マモストン ・ カンリ(7,516m)初登頂者

隊 貝

吉 田 窓 司

Kenji Yoshida. 

1) 1 9 53 年 1 月 生

2) 東京都新宿区

3) 日本ヒマラヤ協会事務局 

4) 1979年 ヨセミテ

1979年 カナディアン・ロッキー

1980年 ョ ーロッパ・アルプス、 グランドジョラス北壁他

1981年 ョ ーロッパ・アルプス、 フレネィ中央岩稜他

1982年夏 ハチンダ ール ・ キッシュ (7,163m) 副隊長、初登頂者

1983年秋 スーク ー ニャン(6,250m) (貞察

1984年秋 マモストン ・ カンリ (7,516m)初登頂者

隊 貝

岩 崎 洋 1) 1 9 6 0 年 2 月 生

Hiroshi Iwasaki. 2) 栃木県足利市 

3) 明治大学々生

4) 1984年秋 マモストン ・ カンリ(7,516m)初登頂者

＜ィ ン ド側メ ン パ ー ＞

隊 長 パルワント • S ・ サンドゥ大佐 ( 4 8)

Col. Balwant S·Sandhu 

ウッタルカシのネルー 登山学校々長

IMF及び ヒマラヤン ・ クラプの終身会貝

く主なる登山歴＞

1964年 トリスル、 ナンダ ・ デビィ 1979年 オ ーシャン to スカイ

1966年 レオパルギャ Exp.(新西蘭•印合同）

1967年 クリンウー 1979年 ラタパン

1968年 ザナケル、 シュクム 1981年 シプリン（国際隊）

1973年 プラマ ー（英印合同） 1982年 ガンゴトリ I

1974年 チャンガパン（英印合同） " マナ・ ビ ーク

1975年 ナンダ ・デビィ縦走（仏印合同） 1984年 マモストン ・ カンリ

1976年 キンナール無名烙 I , II その他

1977年 パワラ ・ ラング
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医 師

隊 員

隊 貝

ランジツト・クマール(38）

RanjitKumar.

インド空軍々医

(住所)812,12thNain,1stCross,HALstagell,

IndiraNagar,Bangalore-560038.

＜主なろ登山歴＞

1978年パルテクンタ(6,578m)

1979年ムルキラ(6,517m)、KRI(6,157m)

ナンドウーラル・プロフイット(42）

NandlalPurohit.

グジャラート登山学校のインストラクター

(住所)GujaratNountaineeringlnstitute,

Sadhanabhavan,Mount-Abu,Rajasthan.

＜主なろ登山歴＞

1963年スリ・カイラス他1972年ハヌマンティパ

1964年ディオ・ティバ1973年マナ・ピーク

〃ロータン(プレ・エベレスト)1974年ガンゴトリ1.II.II1

1966年ハヌマンティバ他1974年マカルベー

1966～68年マナリのW･H｡M・Iで1981年ナンダ・デピィ

インストラクター｡1983年マナ・ピーク

1969年アビガミン （プレ・エベレスト）

1970年ナンダ・デピィ 1984年マモストン・カンリ

1971年ナンダ・デピイ

H・C・チャーハン(33）

H･C･Chauhan.

インド陸軍山岳戦登山・スキー学校インストラクター

(住所)C/o56A･P･61ndia.

＜主なろ登山歴＞

1981年～82年インド陸軍ヒマラヤ・トラバース800K耐．

アイランド・ピーク(6,160m)

パルチャモ(6,187m)

ストック・カンリ(6,153m)他

1983年マナ・ピーク(7,272m)

1984年マモストン・カンリ(7,516m)
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隊 員

隊 員

隊 員

P.M･ダス(33)

ParashNoniDaS.

パンジャブ州、ルディアナ市警察官

(住所)SuperintendentofPolice,

LudhianaCity,Punjab.

＜主なろ登山歴＞

1974年アングドウ・リ(5,791m)

1975年ガンゴトリII(6,599m)

1978年パンダールプンチ(6,387m)

1981年パギラティ11(6,512m)

〃パルパテイ・パルパツト(6,096m)

〃マカルベー(6,069m)

1982年ガンゴトリI(6,672m)

1983年マナ・パルバツト(6,794m)

1984年マモストン・カンリ(7,516m)

ラッタン・シン(31）

RattanSingh.

ネルー登山学校のインストラクター

(住所)NehrulnstituteofNountaineering.

UttarkaShi-249193,U･P.

＜主なろ登山歴＞

1972年ナンダカート(6,611m)

1973年ケダルナート・ドーム(6,831m)

1976年ナンダ・デピイ東峰(7,434m)

1981年ナンダ・デピィ(7,816m)

1984年エベレスト(8,848m)

1984年マモストン・カンリ(7,516m)

マハピール・タクル(27）

NahavirThakur｡

マナリ登山・スキー学校のインストラクター

(住所)NountaineeringlnstituteandAllied

Manali,Manali-175131,H･P.

＜主なろ登山歴＞

1980年クル・プモリ(6,553m)

ムルキラ(6,517m)

ディオ・ティバ(6,001m)

レオ。パルギアル(6,791m)

－15－
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隊員

1982年

1983年

1984年

カブルー・ドーム(6,600m)

マナ・ピーク(7,272m)(プレ・エベレスト）

マモストン・カンリ(7,516m)

他にシグリ・パルパットなど

ラジィブ。シャルマ<29）

RajeevSharma.

マナリ登山・スキー学校のインストラクター

(住所)NountaineeringlnstituteandAlliedSports

Nanali,Manali-175131,H｡P.

＜主なろ登山歴＞

ガンゴトリI(6,672m)

ムルキラ(6,517m)

ダルムサラ(6,445m)

シャルミリ(6,096m)-CB53-

ディオ‘ティバ(6,001m)

シグリ・パルバット(6,645m)

＜高所ポーター・コック＞

高所ポーター

コツク

ナレシ・タパ

NareshThaPa｡

ヒマレィ・シェルパ(26）

HimaleySherPa.

ケシ・バハドウール・タパ(26）

KeshBahadurThapa.

スリンディラ・ドウット

SurinderDutt.

パァタープ・シン

PartaPSingh.

-－16－



、幸長』告

マモストン・カンリ初登頂

頂へ

関嶺を越えて

シアチエン氷河をめぐる印・パ国境

隊荷の輸送及び通関

合同隊にっいて

東部カラコルムの気象

インド食糧品価格の一例

隊務日誌及び行動概要





▲スキャンポチェ手前から初めて見るマモストン・カンリ

はじめに

「千人の悪魔」と言う気味悪い異名を取るマモ

ストン．カンリから招待状が届いたのは今年の正

月早左であった。

当、協会がこの東部カラコルムに連らなるリモ

・ムズターグやサセル・ムズターグの山群に興味

を持って、インド登山財団(IMF)をはじめと

するイントゞの関係諸機関にアプローチを開始した

のは古く、10年も昔の1973年であった。以

後、機会あるごとに打診してきたものの仲均色良

い返事を貰うととはできず、いたずらに星霜を重

ねるだけであった。

それでも諦めずに根強く継続折衝を重ねてきた

結果、昨年の12月に所用で来日されたIMF副

総裁のCap.M・S･コーリー氏に例によって登山

許可の件を打診したところ、意外にもIMFとの

合同たら許可されるだろうとの耳主りを話しを聞

かされた。

そして、明けて正月早々、HAJが毎年開催し

ている恒例の「インド・ヒマラヤ会議」の席上、

講師として招請したコーリー氏より、今年、IM

FとHAJの合同でマモストン・カンリヘ登山隊

を派遣すると言うセンセーショナルな発表がなさ

れた。

HAJは当初、サセル・カンリと言う事で長ら

〈折衝してきたのであるが、登山許可が具体的に

なった時点で、既登峰よりは未踏峰をと言う事で

リモ・ムズターグの盟主で、東部カラコルムの未

踏峰の中では最高峰であるマモストン・カンリ（

7,516m)に目標は変更された。

早速、1月下旬には稲田専務理事が訪印してI

MFと合同隊についてのネゴシェーションを行い

基本的な合同条件が決められ、日本側では出発準

備に着手した。

然し、其の後インドの国内事情に変化があった

のか我々のエントリー・ピザは仲均交付されず、

月日だけがどんどん経過していった。

この間、新聞、テレビ等ではパンジャブ州のシ

ーク教徒の暴動でアムリッツァールのゴーデン・

テンフ°ルに軍隊が入ったと言うショッキングなニ

ュースをはじめとし、スリナガール発国内機のハ

イ・ジャック事件、反ガンジー派のカシミール州

政権の崩壊、そしてシアチェン氷河に於ける印・

パ両軍の衝突など我々にとっては不安材料ばかり

のニュースが報道され、憂色がただよった。

6月下旬に隊荷発送と入国通知をIMFに送っ

たところ、『隊荷は送る左、隊員の出発は待て｡j

と言ったテレックスが届き、我々の出発は増々絶

望色が濃くたった。当然の事乍ら出発準備の方は

一時ストップとなり、やりきれない月々が続いた。

失望の卜、ン底に沈んでた我々に朗報がもたらさ
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れたのは7月4日であった。漸くGO/サインが

出たのである。

7月8日に来日されたコーリー氏にそのへんの

いきさつを伺ったところ1週間に及ぶ政府との交

渉麺漸く許可を認めて貰ったとの事。IMFも仲

々大変だったらしい。

こうして、どうにかこうにか我々の長年の夢は

叶えられ、東部カラコルムの垂延の地へと飛び立

つことができたのである。

計画概要

サセル・カンリに長い間想いを馳せてきたHA

Jでは、この方面の資料はかなり蓄積されており、

アプローチに関する資料はそれほど苦労せずに入

手することができた。

然し乍ら、ととマモストン・カンリに関する資

料となると極端に少なく、ルートを検討できるよ

うな写真や詳しい地図などは手に入らをかつた。

国内で見聞できる写真となると、殆どの写真が山

容を識別できる程度の小さな遠望写真ばかりで、

西面以外からの写真をみることはなかった。

イント尋の山岳関係者へも写真資料等について

問い合わせしたところ、N･クマール氏から2枚

の写真が送られてきた。との写真は、同氏がヌブ

ラ、シアチェン、シャイヨークと空撮した際の写

真で『との山が99％、マモストン・カンリだと

思う。』とのコメントがつけられてあった。この

写真が唯一入手できたマモストン・カンリの全容

写真であったが生憎と余り鮮明でなく、ルート検

討等には余り参考にならなかった。

結局、AMS(USArlTWMapService

CorpsofEngineers)の25万分の1の地図

を頼りに北東面のチョング・クムタ、ン氷河側から

マモストン・カンリ北東稜にルートを取ることに

して当初の計画がたてられた。

このチョング・クムタ、ン氷河側に登路を求めた

のにはもう一つの理由があった。それは、日本人

として実に76年振りに辿ることになるあの中央

アジア交易ルートを通って－歩でもカラコルム峠

へ肉迫したいと言う気持と'ノモ氷河等の踏査もし

てみたいと言う願望からである。

然し、本隊がデリー入りした時点でこの当初の

計画は修正される事になった。

インド陸軍にはこのエリアすべてにわたって美

しい3色刷りの5万分の1の地図ができており、

40m毎にコンターの入ったとの詳しい地図を見

るとマモストン・カンリの地形はすべて明らかに

なった。日本から持参したAMSや学研など幾つ

かの地図と照し合わせてみると尾根、氷河の派生

具合がかなり違っており、チョング・クムタ､ン側

から北東稜に取付<のはかなり難しい事が窺われ

た。

加えて計画段階から懸念されていたアツハー．

シャイヨーク河の増水問題について、カラコルム

峠へ行ったことのあるイント．側メンバーより助言

があり、アプローチの困難さを知らされた。

これらの事由から当初の計画は変更され、ルー

トを南面のマモストン氷河側に取ることにした。

メンバーは当初、日印双方7名づつのフィフテ

イ・フィフティで構成する筈であったが、日本側

が5名に減った為、インド側で1名増やして8名

となり、13名の隊員構成となった。

－日本側メンバー－

隊長尾形好雄(36,副隊長山田昇(34）

隊員新郷信廣（41）隊員吉田憲司（31）

隊員岩崎洋（24）

－インド側メンバー－

隊長バルワント･S・サント翻ウ(49)

卜､クターランジツト・クマール（38）

隊員H･C・チヨーハン(33)

〃マハビール・タクル（27）

〃ナント．ゥ・ラル・フロフィツト（42）

"P･M・ダス(31)

〃ラツタン・シン(31)

〃ラジブ・シャルマ（29）

アプローチ

7月14日、15日と山田、吉田の2人を先発

として相次いで出発させた後、本隊の3名は7月

28日に成田を飛び発った。本隊の乗ったAI-

315便はバンコックでエンジン・トラブルが生じ

約15時間程遅れて､翌29日にデリー忙至i膳した。

本隊が現地入りした時には粗方の出発準備は終

っており、あとは古干の現地講入品の買足しと激
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荷の再梱包を残すのみであった。

8月1日、隊荷を積み込んだトラックをレーに

向けて送り出し、翌2日に残りの隊員は空路スリ

ナガールに向かった。

スリナガールでは、印パ停戦ライン駐屯軍の総

司令官、P･N・フーン陸軍中将よりティー・ハ

ーティの招待があったり、軍のジープ°で名所景勝

地を案内されるなど熱烈左歓迎を受ける。

8月3日、スリナガールを後に空路レーヘと向

かう。スリナガール空港では、過日のハイ・ジャ

ック事件の御蔭で厳しいセクレタリー・チェック

が行をわれ閉口する。幾重もの厳しいチェックを

受け、漸くIC-429便の機上に乗り込んだ後、

塔乗機は30分程遅れてスリナガールを飛び発っ

た｡

スリナガールからレー迄は、僅か30分程のフ

ライトであるが、この間、素晴らしいマウンテン

・フライトが満喫できる。重畳と連らなる雪嶺を

眼下に見降し、ひときわ大きく誓えるヌン・クン

山群を飛び越えると間も無く、眼下に広がる様相

は一変する。それ迄眺めていた氷雪の世界が眼下

から遠のくと今度は見事に浸蝕された赤茶けた山肌

が飛び込んでくる。まるで月世界を想わせるよう

な荒涼とした景観が暫く続くと、やがて砂漠の中

のオアシスのように谷間に僅かな緑地が見降せる

ようになり、程無くレーに着く。

我々は、とのレーで隊荷の到着待ちやヌフ’ラ谷

のポニー、ポーターのアレンジと言った準備で1

週間の滞在を余儀をくされた。それでも丁度レー

では8月5日から1週間、夏のフェステバルが開

催され、連日いろいろな催しがあってとの入山前

の長い滞在も厭きることなく楽しむ事ができた。

8月1日にデリーを出発した我々のトラックは

5日夜遅くレーに到着した。パンジャブ州のトラ

ブルやスリナガールーカルギル間の道路アクシデ

ント左どで陸路の隊荷搬送は仲々大変だったよう

である。

一方、ヌフ・ラ谷に於けるポニーのアレンジもレ

ーのフェステバルにやって来ていたヌブラ谷のボ

スに運良く会う事ができ、我々の隊に便宜を計っ

てもらえることになった。

ポーターの方は、ヌフ．ラ谷で雇うことは難しい

と言われたので、レーに出稼ぎに来ていたネパー

ル人を募って14名ほど連れていく事にした。カ

ルト韓ン・ラから先に入るには、ネパール人のポー

ターと言えどもラターツク地区ディブティー・コミ

ッショナー(D．C)の入城許可が無いと立入る

ことは許されず、との許可取得の為にレーの出発

はさらに1日遅れてしまった。

8月10日、レーでの長い滞在を終えて、いよ

いよヌフ・ラ谷へ出発。アーミー・トラック3台に

隊荷を積み、このトラックにそれぞれ隊員ポータ

ー達が分乗する。

カルドン・ラを越えて

レーを後に我冷を乗せたトラックは、草木一本

見当たらない赤茶けた山腹を砂塵を巻上げ、エン

ジン音を捻らせて進む。時速はせいぜい10～20

"/Hの遅々としたスピード。途中、何度か止ま

ってはラジエターに水をかけ、エンジンを体ませ

休ませ走る。それでも最後の1台はカルト鯵ン・ラ

の5分程手前でダウンしてしまった。

レーから喘ぎ登るとと21)00m｡自動車で越え

る事のできる峠としては世界で最も高いカルドン

・ラ(5.486m)に着く。

ラダツクのレーからシャイヨーク河に入城しよ

うとする場合、どのルートを辿ろうともインダス

とシャイヨークの分水嶺を左すラダック山脈の高

い峠を越えなくてはならない。チャン・ラ（5.360

m)、ワリ・ラ(5310m)、ディガー・ラ(5420

m)、カルト．ン・ラ(5486m)、ラシルモウ・ラ

（タンラスゴ．ラ、5420m)などいずれも51j00

mを越す高い峠と堂っている。然し、この関嶺も

今では、ヌフ、ラ・シャイヨークの前線基地への軍‘

識溌認識灘識謬蕊蕊箪蕊蕊
灘驚

▲カルドン．ラの手前から見るストックカンリ山群
aviewofStokMountainsfromtheroadtoKardungLa
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事補給道蹄として車で越えられるのであるから便

利なものである。

このカルト÷ン・ラに立つと初めて正面にサセル

・ムズターグ山群の雪嶺が眺められる。然し乍ら

目指すマモストン・カンリやサセル・カンリの雄

姿はラダソク山脈の支稜に邪魔されて見ることは

できない。

峠にはヒンズー教のお堂が建てられてあり、こ

の峠を通る者の手向の神が祭られている。

峠からの下り道もひどいもので、峠の直ぐ下で

懸垂氷河を横切り、デコボコ道のつづら折りを車

はゆっくりと高度を下げる。峠から小1時間ほど

下ると「ノース・ブルー」と言う軍補給隊の中継

キャンプがある。峠の反対側（レー側）には同じ

様に「サウス・ブルー」と言う中継キャンプがあ

り、この両所で峠を往き交う車の交通整理をして

いるようである。

これより車は、パルカ・トゥクポの流れに沿っ

てシャイヨーク河へとひたすら高度を下げて行く。

見事に浸蝕された土砂の大ゴルジュや広大な扇状

地、飛行場が出来そうな河岸段丘など大自然の素

晴しい造形美には只々驚嘆の連続であった。

やがて眼下にシャイヨーク河が111'『撤できるよう

になり、その河I幅の広いことと言ったら地図から

想像する以上の広さであった。その広い河幅の中

を蚕るで墨疏しでもするかのように真黒童濁流と

なって流れるシャイヨーク河は将に悠久なる流れ

そのものである。

シャイヨーク河の河床に下り切った所にカルサ

ルと言うアーミー・キャンプが在り、族で真白に

なった顔を洗って、一休みする。

この先、ヌプラ谷への道は、暫くシャイヨーク

河左岸に沿って走り、やがて砂漠のような広大な

河原を突っきってからシャイヨークを対岸に渡る。

シャイヨーク河右岸の山々から押し出された巨

大な扇状地の土砂は幾つもの小山のように積み上

がり、この小山を捲いて広大な扇状地に上がると

正面に青々としたヌフ・ラ谷が広がってくる。

「ヌプラ谷」とは、ラタ・ツク語で「緑の谷」の

意味だと言う。そしてラタ、ツクの人達はとの谷を

緑の多いこの世で最も美しいところだと誇らしげ

に語る。



あのブラウン一色の荒涼とした世界からやって

きてこのヌフ．ラ谷の光景を見たら誰もが、そのよ

う：宮感じるであろう。緑と言ってもかん木帯の中

に僅かにポプラや柳の木が見られる程度なのであ

るが｡…｡．…

との日は、シャイヨーク河から別れて、ヌブラ

谷入口のスムレ村に泊る。

8月11日スムレから今、キャラバンのローー

ト,･ヘット、であるサソマ迄は約45伽の道程で、

車で3時間ほどである。

この日は、出発前にこのスムレ村にある大きな

ゴンパを見学する。とのゴンパは「サンタンリン

°ゴンパ」と言い、テンジン・ギャルツオと言う

ラマがこのゴンパの僧長である。

今から350年ほど前に建立されたと言われる

とのゴンパには4つのお堂が存り、それらのお堂

にはいずれも素晴しい仏像、仏画、タンカ、教

典……の数々が沢山あり目を見張らせられる。特

に畳3～4畳分はあるかと思われる巨大なタンカ

には驚かされた。ラマの親切左説明を受けながら

案内されるも、乏しい語学力と知識ではラマの説

明を充分庇理解することは難しく、残念であった。

2時間ほどのゴンパ見学の後、ラマに謝辞して

サソマヘと向う。

スムレ村を後に広大なヌフ｡ラ谷に車を走らせる

と1時間半ほどでパナミツクの村に着く。この村

には、軍はもとよりITBP，病院、学校等の施

設が在り、かなり大きな集落である。また、村の

入口には豊富左温泉が湧き出ており、挨まみれの

身体を洗うのにはもってといの場所でもある。我

,々が入山中は、この村より新鮮な野菜類を何度か

¥‘“
』蹄

▲悠久なるシャイヨーク河の流れ
aviewofShyokRiver.

礎灘灘蕊灘灘

▲緑の谷、ヌブラ谷
theNubraVallyisGreenVally．

B･C迄上げて貰うことができた。

パナミツクからサソマ迄は約’5伽、小一時間

の距離である。途中の道々庇は、ストパー、チョ

ルテン、マニ車（立派をガラス張りのお堂に祭ら

れた大きなマニ。）などが幾つも見られ、また、

車から見る家々の造りも平屋根の石積み家屋であ

り、このヌフ・ラ谷はどこ迄行ってもラマ教圏であ

ることが窺われた。

パナミツクから小一時間程度走ると、正面に広

大な飛行場のように見える河岸段丘が現われ、ほ

どなくサソマに着く。

レーから此のサソマ迄、2日間の山岳ドライブ

で約16（)伽の距離を走り、約2000m登って2.

2()0m下ったことになる。此の地で我々のトラッ

ク旅行も終り、漸く尻や背中の痛みから解放され

ることとなった。

サソマのアーミー・キャンプ．を通り過き尋、トロ

ンポティ・ナラ（川）にかかる橋を渡った対岸に

我々はキャンプ°を張った。

中央アジア交易ルートを辿って

サソマからB・Cへのキャラバンは、ポニーの

手配の都合で4隊に分かれて出発することになる。

8月12日に第一陣が出発。以後、13日、15

日、16日と順次サソマを出発してB・Cに向っ

た。

サソマからの道は、昔のレーからサセル峠、カ

ラゴルム峠を経てヤルカント‘へと至る、あの中央

アジア交易ルーl､を辿るのであるが、その登り口

はどこを登っていくのかと思うよう左瘻まじい様

相の懸崖とゴルジュが立ちはだかっている。
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▲トロンボティ・ナラを傭瞼する
aviewofTtumputtiRiver

サセル峠より流れ来るトロンポティ．ナラ(川）

は、ヌプラ谷へ出合う手前に大ゴルジュ帯をつく

り、沢沿に遡る事はできず、道は右岸にそそり立

つ大岩壁に取られており、その道は石を積み上げ

て作ったギャング・ウェイで幾度となくジグザグ

．ターンを繰り返し、一気に6(X)mもの高度を稼

いでしまう｡とのはてしない石の道を登りつめた

ところがトロンポティ・ラである。との峠に立つ

と眼下にはヌフ・ラ谷の白い河床が傭鰍でき、行く

手には両岸が切り立ったトロンポティ．ナラの激

流が眺められる。峠の下にはこの細い石の道から

転げ落ちた哀れな馬の死骸が灼熱に照らされてお

り、よくもこのよう左険しい道を荷を積んだ隊商

が通ったものだと感心させられる。

峠から一旦、トロンポティ・ナラの河原迄高度

を下げた後、また登り返しとなり、河原からひと

登りするとウムロンに着く。このウムロンには何

軒もの石積みシェルターがあってインド軍が駐屯

している。

とのウムロンの下は、トロンポティ．ナラの川

幅が僅か2～3mにもせば玄る大ゴルジュ帯とな

っており、このゴルジュ帯にかけられた石の橋を

渡って対岸に渡り、河岸段丘のポロボロの懸崖に

つけられた道を登る。一気に15()mほど登って左

岸の河岸段丘上に上がるとほどなくサソマから一

日目の泊り場、ジンモチェに着く。

2日目は、ジンモチェから左岸の河岸段丘上の

道を辿るが途中、2本のナラ（川）が出合い、水

量が多く渡渉に苦労させられる。

河岸段丘から一旦、トロンポティ．ナラの河原

に降り、暫く河原を歩いてから再び河岸段丘に上

がった所が、2日目の泊り場であった。ジンモチ

ェから馬の足でも4時間弱と言う短かい行程であ

る。

ここ迄来ると谷の前方には、マモストン氷河の

モレーンの押し出しが眺められるようにたり、双

眼鏡で我々のB･C予定地も確認できる。

3日目は、前日の宿泊地から40分ほどでスキ

ャンポチェに到着する。このスキャンポチェの手

前で我冷は初めてマモストン・カン'ﾉの雄姿を目

にすることができた。此の地からの眺望は前山に

はばまれて頂上付近しか見ることはできないが、

それでも初めて目にする自分達の山に皆、食入る

ように双眼鏡を覗きこんだ。

スキャンポチェにも、アーミー・シェルターが

あってインド軍が駐屯しており、我'々の登山活動

期間中のメールのお世話をして戴く。また、ここ

には羊飼いも上がってきており、との荒涼とした

地で副)0頭にも及ぶ羊が放牧されていた。

このスキャンポテェからは、一旦、サセル・ラ

の方へ辿り、マモストン氷河出合のさらに上流で

トロンポティ川を渡渉して、対岸のモレーン台地

に上がると我々のB･Cは直ぐ零である。

我々のB･Cは、丁度、マモストン氷河がトロ

ンポティ川に合流する所の左岸のモレーン台地上

で、高度4,60(jmの地点。

こうして我々の往路アブ．ローチは、サソマから

3日間と言う短い日数でB･C入りができ、8月

18日には全ての隊荷をB･Cに集結することが

できた。

▲ベース･キャンプ(4,600m)
BaseCamp(4,600m)

嘱

灯制

零髄.句瀞“
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登山活動概要 C･1建設

8月16日、一足先にB・C入りした先発隊に

依ってA･BCの予定地が決められた。

A・BCの位置は、B･Cからマモーストン氷河

左岸のサイト、・モレーン上を進み、左岸側から最

初にマモストン氷河に注入する支氷河を横切った

ところのモレーン台地の上で近くにはコバルト・

う・ルーに輝く美しいモレーン湖が在り、気持の良

いキャンプ地である。高度は4,900m地点。

8月18日、全隊荷がB･Cに集結したとの日

B・Cで、安全祈願の”ハタケ”の儀式をヒンデ

ィー・スタイルで行い登山活動の無事を祈る。

翌19日より登山活動開始。との日A｡BC'-､

荷上げに上がった尾形ら8名の隊員は、A･BC

gl1着後、次のキャンプ°・サイト偵察の為、マモス

トン氷河を遡り、約5,3()()m地点迄達する。

この日の偵察に依って初めてマモストン・カン

リ南面の全容が明らかとまった。その南面の偉容

たるや物凄く、一見して例のコル経由のルートを

取るしか無いように思われた。この日はこの満足

すべき偵察結果を持ち帰って全員B・Cに引き返

す。

8月2()日、との日からA･BC滞在者を送り

込む。まず、第一キャンプ．建設要員として山田、

吉田、マハビール、ラジブ、ラツタムの5隊員と

ハイ・ポーター2名がA･BC入りする。

8月21日、C・1建設。前日A・BC入りし

た7名に依ってC・1が建設され、山田、吉田、

マハピール、ラジブの4名はそのままC・l入り

する。

A・BCからC･1へのルートは、A･BCの

あるサイト．・モレーンからマモストン氷河上に走

るモレーン稜に移り、そのモレーン稜づたいにマ

モストン氷河をつめていく。途中、左岸から出合

う支氷河を見送ると間も無くマモストン氷河が急

勾配,に左っている個所が有り、これを登ると、そ

の上で氷河は緩く右にカーブしてそのまま南面に

立ちはだかる大岩壁へと続く。

との広大左氷河の中をさらに小一時間ほど登る

と我々のC･1である。高度は5,60()m･マモスト

ン氷河の源頭部で南壁の基部迄15分ほどの所で

ある。

8月22日、C・I入りした山田、吉田、マハ

ピール、ラジブの4名は、C・2のルートエ作に

向かう。

南壁から南東に派生する稜線は、マモストン氷

河とタンマン氷河の分水嶺を産しており、南壁直

下の稜線上にはタンマン氷河への通用門の様をコ

ルがある。果してとのコルが「希望のコル」にな

るのか「絶望のコル」になるのかは、B･Cでも

懸念されていた。
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▲C･1(5,600m)
1(5,600m)attheheadofMamostongG1acier

C･1から10分程行くとコルへ突き上げる雪

面が見上げられる。丁度、富士山の八合目辺りの

ような斜面がコルへと続いており、コル直下に2

ピッチのフィックスを施す。雪面を登り終え、コ

ル直下のガラ場を越えてコル(5,885m)に立つと、

コルの反対側は懸垂氷河ですっぱりと切れ落ちて

おり、大きなクレバスが口を開けている。

コルから右へ40m水平にトラバースした後、

クレバスの一番口の開きが小さい所を目指して3

ピッチ下り、ガラスの様なスノー・う．リッジを渡

ってタンマン氷河の源頭に降り立つ。

この源頭部から傭撤するタンマン氷河は一面な

だらかな雪原となっており、クレバスもそう心配

ないように思われた。

この日は、さらにこのタンマン氷河に足を踏み

入れ、気の遠くなるような氷河横断に汗を流す。

8月23日、山田ら4名は、前日に引き続いて

C･2のルートエ作に向かう。

前日の最高到達点からさらに雪原をトラバース

していくと北東稜側からアイスフォールが幾状か

落ちてきており、これの右寄りにルートを取る。

数個所のクレバスと氷壁に3ピッチのフィックス

を施し、さらに右上のアイス．プラトーに1ピッ

チ延ばして、此の地をC｡2とする。前後が大き

なクレバスに囲まれた6,100mの雪原上である。

Co2建設

8月25日、山田隊に巷って、C・1入りした

尾形、新郷、岩崎、チョーハン、ラツタンの5名

は、この日C･2への荷.上げとルート整備を行う。

氷壁に打込んだアイス・ピトン類は一日で浮いて

し左い、毎日、打ちなおすと言ったアルバイトを

以後も強いられた。

8月26日、前日のアルバイトで体調悪い2人

をC･1に残し、尾形、新郷、ラツタンの3名は、

この日C・2を建設してそのままC･2入りする。

8月27日、C･2入りした尾形ら3名はC・

3へのルートエ作に向かう。

C･2からC｡3間は大きなクレパスが錯綜し

ており、そのルート．ファインディングに時間を費

やされる。

C･2から30分程登ると先ず最初の大きなク

レバスが現われ行くてを塞ぐ。この最初の関門を

越えるのに右へ左へと小1時間程タイム。ロスし

てしをう。結局、ここは右側に走る岩稜寄りに大

きくトラバースしてクレバスの右端から突破する。
、

このクレバスを越えるとその上は広大な雪原と

友っており、デブリが累々と残る雪原の横断を強

いられる。

次いで急な雪壁を登るとまたもや断層帯が現わ

れる。中ほどの雪の詰ってる所を越えてから雪壁

を直登し、との個所に2本のフィックスを施す｡

この上の少し傾斜の緩くなった雪面をさらに登

っていくと今度は前にも増して大ぎ左断層帯が現

われる。ヒト．ン・クレバスに気を遣いながら急峻

な雪壁を60m程直登し、との個所にも2本のフ

ィクスを施す。此々を越えると間も無くその上で

最後の大き左クレパスに阻まれる。この巨大なク

レバスの下を左へ左へとトラバースして、左端の

クレパスが雪で埋っているところから越え、その

上の広大左雪原に入る。この間4ピッチのフィッ

クスを張る。

…禽錘

▲Co2(6,100m)Camp2(6,100m)
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との雪原に出ると目前に目指す北東稜のコルが

現われるが、この雪原の横断は長く、小1時間程

費される。

北東稜に飛び出した所は、高度6,700mのコル状

の地点で、、そこからマモストン．カンリの北東稜

は男性的左スカイ．ラインを描いて頂上へ急峻に

迫上がっている。また、此々迄上がると目の前に

はマモストン・カンリD(別名チョング．クムター

ン．ピーク、7,071m)の素晴らしい峻峰が現わ

れ、眼下にはチョング・クムタ、ン氷河の縞模様が

美しく続き、またその向こうにはデブサン高原に

続く赤褐色の山脈が眺められる。

このコルをC･3予定地としてとの日はC･2

へ戻る。

C･3建設

8月28日、前日C･3予定地迄ルートエ作し

た尾形ら3名と前日C・2入りした岩崎、ナントﾞ

ウの2名は、この日C・3の荷上げに向かいC･

3を建設する。テント設営後、尾形、新郷、ラツ

タンの3名はC･1迄下る。

8月29日、C・3から上部のルートエ作要員

として岩崎、マハピール、ナント．ウの3名がとの

日C・2からC・3入りする。

8月30日、前日C･3入りした3名は北東稜

上部のルートエ作に向かうo3名が3ピッチ(15()

m)フィックスを延ばしている間、この日C･2

から高度順化を兼ねて上がっていった山田、吉田

が彼らに追いつきトップを交替する。

この日は氷塊が折り重さなるように連らなる急

峻な北東稜上をうまく縫って13ピッチのフィッ

クスを施し、約7100m地点迄到達する。

一応、この日でアタック態勢は確立したとし、

さらに必要と思われる残り5～6ピッチのフィッ

クスは、アタック時に張りながら登ることにし、

この日、C・3に上がってた隊員全員がC･2に

下る。

8月31日、C・2の7名もアタック前の休養

WEA･BCへと下り、全隊員A・BCに集桔する。

A･BCでは1パーティ6名から成る2つのア

タック隊で全員登頂を狙うアタック・う．ランが練

られ、隊員は最後の休養に入った。

ところが、休養に入った翌日から山は悪天候の

周期を迎え、A･BCでも雨、雪、あられと惨々

な天気に見舞われ肌寒い休養日となる。そしてこ

の悪天候は4日間続き、当初9月3日に－次隊を

送り出す予定だったアタック・う．ランも遅延せざ

るを得なくなった。

9月5日、天候が回復したので第1次隊として

山田、吉田、岩崎、チョーハン、ダス、ラジプの

6名をアタックに向けて送り出す。

1次、2次隊のメンバー選考についてはイントﾞ

側の隊長と意見が分かれた。処女峰の初登頂を狙

うのであるから1次隊は強力なメンバーを揃えて

－28－



兎に角、頂上を陥落させる事に全力を上げるべき

だと主張する我々の意見は取り上げられず、結局

1次、2次両方の力のバランスを計って全員が登

れるようにしたいと言う隊長の意見に押し切られ

てしまった。確かに全員登頂をする為にメンバー

のバランスを計るのだと言えば良く聞えるが、実

際問題として登高速度が全然違う者と一緒に組在

されたのでは待たされる者がたまったものでは左

い。強い者に弱い者を登らせて貰おうと言った他

力本願的な甘い考えで見す見す初登頂を逃がすこ

とにでもなったらと危倶しても聞き入れては貰え

なかった。

9月6日、好天期間が到来したと思ったのも束

の間、との日は朝から空一面暗雲におおわれ、午

後4時頃から本格的な降雪となる。

前日C・1入りした1次隊はそれでも予定通り、

C・2へ移動し、2次隊もA･BCからC･1'-

移動した。

9月7日、前日の降雪は朝には止んでいたが、

空は今にも降りそうな雪空で視界が悪く、キャン

プ移動をどうしたものかと迷ってしをうo然し、

C･1～C・2間の連絡はトランシーバーの調子

が悪くて連絡が取れず、2次隊は予定通り悪天の

中をC・2へと移動する。然し、前日C･2入り

した1次隊はC･2から動けず停滞しており、こ

の日はC･2IE12名が泊ることになった。

結局、翌日も同じ様な悪天でバロメーターの針

も下がった蚕まの状態であった為、一旦、全員A

･BCへ引き返す事にし、一気にA・BCへと下

る。

今回、我々の遠征隊は「NISHIANJと言う。

一ル・サインを貰ってラジオ・インディアから毎

日午後6時40分に高層気象を放送して貰った。

3,1001n、4,500m，5800m、7,600mの各地点

に於ける風向、風力、気温について通報して貰っ

たものであるが、これらのデーターを整理してみ

ると8月中は、風向が南寄りに変わると2～3日

天気うI崩れるようになり、この大きな崩れは約2

週間周期と言うパターンであった。

ところが9月に入ると風向に関係なく悪天候が

続くようになり、折角の気象通報もうまく活用で

きなくなった。この9月上旬の悪天期間中はバロ

メーターの針が10ミリバール近く下がった在室

となり、毎日バロメーターとにらめっこする日が

続いた。

アタック

そして9月11日、バロメーターの針はぐんくﾞ

ん上りだし漸く待望の好天が到来した。今度こそ

この好天をものにしょうと、この日1次隊として

前回と同じメンバーをA･BCから一気にC・2

に送り込む。只、岩崎だけは今回が初めての高峰

登山左ので大事を取ってC・1泊りとする。

A･BCからC'2迄はかたりの長丁場となる

が、それでも5時間程でC･2に到達した。

9月12日、1次隊の5名は、すっかり消えて

しまったトレールにラッセルを強いられ、フィッ

クスを掘起しながらC･3に移動する。C･3到

着後山田、ラジプの2名は上部フィックスの掘起

しに出かけ、他の3名はC･3の除雪に当る。雪

で押し潰されたテントを掘起し、さらにもうl張

のテントを設営して翌日のアタックに備える。

(ChongKumdanPeak7,071m)
－29－
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一方、2次隊の尾形、新郷、サント．ウ、ナントﾞ

ゥ、ラツタン、マハピールの6名も、との日A･

BCを出発し、C･1で岩崎と合流した後、－気

にc・2迄足を延ばす。

9月13日、マモストン・カンリ初登頂成功。

1次隊の5名は、午前4時半にC・3を出発し

て頂上に向かった。前日掘起しておいたフィック

スを伝って登高を続け、午前8時少し過ぎにはフ

ィックスの終了点に到達する。ここから山田トツ

ツプでさらに5ピッチ、フィックスを施しこ7,200

mの肩に出る。との肩まで上がると北東稜は若干

傾斜が緩くなり、ピラミタ、ルな山頂へと続く。

雪原状に広がる稜線はだんだんと細まり、急峻

になってくる。チョング．クムタ．ン側はすっぱり

と切れ落ちており、少しのミスも許されない。細

く切れ立った氷稜を慎重なアイゼン．ワークで登

り詰めるとそこは頂上ではなかった。真の頂上は

その奥に連らなる頂上稜線の先にあった。切れ落

ちたチョング・クムタ・ン側を避け、マモストン氷

河側を捲きながら痩せ細った頂稜を辿る。2つ目

のスノー・ピークを越え、3つ目のピークに登る

とそこがマモストン・カンリの頂上であった。山

田、ラジブ、吉田の順で頂上に立ったのは10時

20分であり、C･3から約6時間のアルバイトで

あった。

頂上からの眺望は36()度の素晴しいものであっ

たが、生憎と西側の方には雲海がかかり、長大を

シアチェン氷河を眺めることはできなかった。そ

れでも雲海の上には、K12サルトロ・カンリ・

リモ山群と言った白い頂が顔を出しており、面白

いアングルのパノラマが楽しめた。

其の後、チョーハン、ダスも登頂に成功し、正

午少し前に下山の途についた。1次隊の5名はC

・3で休憩後、C･2迄下る。

9月14日、前日迄の好天は一変して風雪が荒

れ狂い、C･3入りした2次隊はテントに閉じこ

められる。

夜半、天候の崩れが感じられた為、早目に出発

しようと午前1時に起床し、2時半には出発準備

をしてアイゼンを装着する。然し、すでにこの頃

にはもう目も開けておれないほどの風雪となって

おり出発どころではなかった。暫く様子をみよう

とテントの中で待機するも吹雪の吃嘩は一向に治

らず、到頭この日のアタックは断念となった、

C･3はコルに設営した為に一旦、風雪が荒れ

狂うとテントは瞬く間に埋ってしまい頻繁に除雪

を強いられる辛い一日となった。

9月15日、相変らずテントを打つ風雪の吃嘩

に半ば諦めながら外へ出て見るとC･3付近の暗

雲は激しく去来していたが、時折、頂上付近が眺

められ、視界が除々に利いてきた。相変らず風は

強く、地吹雪が舞っていたが、好天の兆しが見え

出したので2次隊のアタックを敢行することにし

た。

紅茶だけの朝食を済ませ、7時にC･3を出発

した2次隊は、マモストン氷河側から吹きすさぶ
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強風にあおられながら、ラッセルとフィックスの

堀起しと言う辛い登高のアタックと左った。それ

でも午後1時少し前には第2登に成功し、尾形、

新郷、マハピール、ラツタン、岩崎の5名は頂上

に立った。サント､ウ、ナント÷ウの2名は途中で断

念してC・3に戻る。

9月16日、前日のアタックが惜しまれるよう

な好天に恵ぐまれたとの日、前日途中から引き返

した年寄りコンビが再度アタックを敢行し、午前

4時40分にC･3を出発した。そして8時間に

及ぶ登高の末、との2人も第3登に成功し、こと

に登筆隊員12名の全員登頂が成った。

9月17日、3次隊とサポートのメンバー4名

がA･BCに下山し、全隊員が無事にA･BCに

顔を揃える。

9月19日、前日迄に上部キャンプの荷下げが

凡て終了したので、この日はA･BCを撤収する｡

約1ケ月にわたるA・BCでの生活に別れを告げ、

各自脹れ上がったザックを担いでB･Cへと下る。

9月21日、B・Cの撤収開始。この日B･C

に上がってきた7頭の馬で第一陣を送り出す。

9月22日、朝から我々の下山を!隣しむかのよ

うに名残り雪が降り糖もる中、B･Cを撤収する。

下りはサソマ迄2日行程と言うことで初日は、ウ

ムロン迄下る。ウムロンではテントを張るよう左

広場も左い為、この日はアーミー・シェルターの

一室に泊めて貰う。

9月23日、ウムロンよりトロンポテイ・ラを

越えてサソマヘと下る。9月も下旬になるとトロ

ンボティ・ナラやヌプラ谷の水は、入山時の濁水

が虚のように澄み、清流となって流れていた。

この夜はサソマからパナミツク迄温泉に入りに

行って入山以来の垢を流す。

9月24日、朝まだ暗いうちからトラックに隊

荷を積み込み、ヌプラ谷を後にレーヘと向かう。

この1ケ月半の問にヌプラ谷の緑は黄金色の収

穫期を迎え、カルト、ン・ラの関嶺は雪におおわれ

ていた。間も無く此の地も厳しい冬の到来を迎え

るのであろう。

おわりに

こうして我々は、合|司隊と言う形ながらも久し

く外国人の立入りが許されてなかったヌブラ、シ

ャイヨークヘの入城を許され、地球上に残り少な

くなった最後の輝きとも言える7,500m峰の未踏

峰に初登頂することができた。合同隊と言う事で、

仲々思うようにいかない面も多かったが、逆に合

同隊がゆえのメリットも大きかった。特に軍から

のパック・アップ・は多大なものがあった。

東部カラコラムをめく．る印・パ両国の緊張は、

まださだ厳しいものがあり、このコントロール．

エ｜ノアが外国人に一般オーフ・ンされるにはもう暫

く時間がかかる事であろう。然しをがら今回の我

々の遠征隊のようなものが今後、1つ1つの積み

重さねとなって、との山群の門戸解放へとつなが

ってくれれば喜ばしいことである｡(文責:尾形好雄）

（ヒマラヤVol.157)
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マモストン･カンリ初登頂記

頂
洋崎

へ
岩

一つの山を登る為に集まった仲間たちも、－人

また－人、故郷へ職場へと去って行き、マモスト

ン・カンリは終った。

角田氏に「マモストン・カンリヘ行かないか。

と誘われた時、場所も何も名前さえ初めて聞く山

だったのに、酔っていた私は、名前を聞いたばか

りのこの山へ行く事をその場で約束してしまった。

その後‘，メンバーを知らされて、「しまった／」

と思った。隊長の尾形氏をはじめ、鐸鐸たるメン

バーがそこにならんでいたのである。とてもつい

て行けそうになく、「ど、どうしましょう。」と

私。

「大丈夫だよ。」と角田氏。

そう、唯一の救いはクラブの先輩である角田氏

が一緒に行くということで、何も知らない私にと

っては心強い限りだったのだが、…････その角田

氏も我々の出発直前にナンガ・パルバットで逝っ

てしまい、クラブで捜索を一つ抱えていた私には

二重のショックだったo7月28日、色々な思い

を後に残して、成田を出発した。悲惨な旅立ちで

あった。

別れがあり、出会いがある。それが旅左のだろ

うか。日本で悲しい別れをして来た私を、デリー

では、陽気で楽しい仲間たちが迎えてくれた。

慌しい東京とうって変わって、ゆっくりとした

インドの時が過ぎてゆく中で、との頼もしい先薪

たちと、山登りに来たことを忘れてしまうくらい

のんびりとしをがら、マモストン・カンリを目差すも

頂きに引き寄せられるように、我々は一つの点に

向かってゆっくりだが確実に進んで行った。

BC建設、A･BC、C1…とさしたる問題も

なくキャンプ．を出してゆき、アタックに出かける

日が来た。いい天気である。美しい氷河湖のほと

りにあるA・BCを後に、我々6名はC1へ向か

った。途中、振り返ると、雪壁のそそり立ったサ

セールの山々が望まれるolピッチほどマモスト

ン氷河を糊ると、目差すマモストン・カンリが目

前にその姿を現わした。2,000m近く切れ落ちた

南壁が印象的だ。そこからさらに1ピッチ行った

所にC1があるoA・BCから約2時間半くらい

の所である。昼前に着いてしまい、靴を干したり

EPIのガス・カートリッジを包んだ新聞をはが

しては読みあさって過ごす。翌日はうって変わり

小雪がちらついている。風雪の中C2に入るが、

天気は好転せず、C2で敗退する。

A･BCで休養しながらひたすら好天を待つが、

カラコルムの山々はとの注ま冬忙たってしまうか

のように雪が降り続く．いままでの天気のパター

ンが完全に崩れてしまい、いつ天気にたるか萱っ

たく見当もつかない。晴れたと思うと雪が降り、

また陽が差すというよう友不安定な天気が続<｡

いいかげんトランプ占いにもあきた頃、9月11

日、待ちに待った好天が訪ずれ、Clへ向かう。

6人で出発するが、調子の悪い私一人をC1へ残

して、あとの5人はC2へ直接入った。1次アタ

ックからはずれたのは残念だったが、そのまま行

って登れないよりは2次でもいいから登りたかっ

たので、C2に残って尾形氏ら2次隊を待つ。の

んびりと、午後の日差しの中、手紙を読み返した

り日向ぼっこをしたりして過ごす。A･BCとC2

の間には私と2羽のカラスだけしかいない様で、

時おり氷河のピシッという音と、それに合わせた

災うにカラスが騒ぐ．くらいである。何十日振りか

で1人の時間を満喫した。
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▲頂上で旗を振る筆者
H..Iwasakionthesummit.

翌’2日も晴天である。朝食をとり、出発の準

備をしていると、氷河の方に人影が見える。まさ

かと思ったが、やがて近ずいて来ると、それはA

･BCから朝食もとらずにやって来たイント．メン

バーの1人だった。尾形氏からC2玄で行くと聞

いて朝一番で急いで来たそうだ。彼が靴をはきか

えたり装備を出したりしているうちに尾形氏や新

郷氏も到着。そのままC2へ向かう。タンマン氷

河へのコルは高差350m<らいあり、朝一の仕

事としては少々きつい。雪の斜面を一歩一歩登っ

て行<｡向かいの山がだんだん低くなり、同じ高

さになった頃コルへ着く。タンマン氷河の雪原に

は一筋のトレースがC2へと続いている。3ピッ

チのフィックスを下降し、長い長いC2への道を

たどる。途中の水場から辺りを眺めると、氷河を

とり囲むように6千、7千の山々が聟えている。

懸垂氷河を懸けた難しそうな山が多いが、暫し時

を忘れてどこか登れそうなルートはないかと捜し

てみたりする。しかし今からC2へのかったるい

アイスフオールを登らをければならないかと思う

と他の山どころではない。我々は辺りで一番高い

所を目差しているのだから……。早,々に水場をあ

とにする。荷物が重いと非常に時間のかかる登り

も思いのほか早く登れた。登り終えるとす<､C2

である。前回風雪の中を敗退したのが嘘のように

いい天気だ。明日’3日は’次アタック隊のアタ

ック日なので晴天を祈りながらシュラフに入る。

朝4時にはアタック隊が出発するというので最

初のコンタクトをとるが、あまりトランシーバー

の調子が良くなく入りが悪い。外を見ると天気は

そんなに悪くない様なので安心する。アタック隊
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との交信では順調に進んでいるとのこと。我々も

早々に朝食を済をせC3へ向けて出発。進むにつ

れて徐々に高度が上がり、休む回数が多くなって

くる。景色が良くなってくるのを口実にカメラを

出して写真を撮ったり、ビスケットを食べたり、

なんだかんだと理由をつけては休む。尾形氏ら4

人はずっと先に行ってしまい、隊長とイント．メン

バーーの’人がすぐ先にいるだけで一番後になって

しまった。C3にたどりつくと尾形氏からアタッ

ク成功の交信が入ったと聞かされ－安心。あとは

無事に降りてくることを祈るoll日に一緒に行

っていれば今日登れたんだと思うと多少残念では

あったが、明日一日に角田氏と約束した日から今

日までの凡てが報われるかどうかを賭けてがんば

るしかないと諦める。

15時前にアタック隊は全員無事C3に帰着。

そのままC2へと下って行った。初登頂に成功と

いう事で今回の遠征も－段落し、我々も余裕をも

ってアタック出来そうだ。（といっても体力的に

はずいぶんきつそうだが……。）明日は2時超末

という事で早く寝る。

12時頃目が醒めてしまい、外を見ると、真黒

な雲が空一杯に広がっている。2時、3時と天候

は悪化して行き、やがて風雪となる。アイゼンま

で着けて出発の準備をしていたが、アタックは中

止。明日だめなら下山、ということで不安と焦り

の中一日を過ごす｡C3はちょうど吹き溜まりに

なっており、除雪が追いつかないくらい雪が積も

る。3分の2くらいになってしまったテントの中

で、お茶やスープ類ばかり大量に作って飲む｡C3

滞在が長くなるにつれてだんだん食欲が無く左っ

ザ

▲頂上稜線を行く一次隊
climbingtothGSummit

、蓮



てくるようだ。

翌15日もあまり天気は良くなく、しばらく様

子をみる。5時過ぎから上、くらか回復の兆しが見

えて来たので出発。あとは無いんだと自分に言い

聞かせ、一番にC3を後にする。昨日一日でけつ

こう雪が積もっており、思ったように進まない。

最初のフィックスのところで尾形氏に追い着かれ、

トップ°を変わってもらう。フィックスロープ．はほ

とんど埋まっており、堀りおこすのは大変そうだ。

なんとか追いついて交替しなければと思うが、後

のメンバーに追い越されるばかりで距離は少しも

縮在らない。冬山で初心者がラツセルしているト

ップに追いつけないのと同じで、気ばかりあせって

も足が前に出ない。仕方なくマイペースで，本、

2本とフィックスを数えながら高度を上げて行<｡

視界が悪く、少し離れるとすぐ．トップの姿が見え

左<たってしまう。おまけに風が強く吹<たびに立

止まる。

ガスの切れ間に見える近くの7,000m峰が少し

ずつ低くなってゆ<｡あと半分……でもここが折

り返し点では左い。「頂上まで行って半分だ.〃」

と登る前からさんざん言われて来たので、「4分

の1，4分の1．．．．．･」と自分に言い聞かせながら
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歩を進める。18本目のフィックスを登り終える

と、そこから先はトレースだけが続いていた。尾

形氏がスノーバーにくくりつけて置いていってく

れたテルモスの紅茶を飲み、日も差すようになっ

てきたのでサングラスをしてまた歩き始める。頭

がボケてきたのか、フィックスローブに慣れてし

をったのか、風が吹〈とたいした斜面でもないの

に非常に恐い。慎重に－歩一歩進む。天気は回復

してきたが風が強く、吹き溜まりのトレースはす

ぐ＄に消えてしまい、トップからさらに遅れてしま

,｡20歩ごとに休んでいたのが18歩になり、

15歩になり、そして10歩に……。

どのくらい歩いたのだろう。吹きつける風と薄

い空気で時間の感覚が無くなった頃、尾形氏の「

頂上だぞ－」と言う声が聞こえたoトップから35

分遅れて、マモストン・カンリの頂上に立った。

うれしかったのだろうか、感動していたのだろう

か、今灯覚えていない。ただ、終った、それが実

感として残っている。たぶんうれしかったのだろ

う、ただ寒さで顔がひきつってそれどころでは危

かっただけだ。

マモストン・カンIﾉは終った。尾形氏をはじめ諸

先輩、応援してくださった多くの方々、仲間たち、

すばらしい時をありがとう。

（10月10日クルにて）



関嶺を越えて

謂了鎭隔イ言震

我々の登山基地であるレーの町。

まるで月世界を思わせる荒涼とした景観の中に、砂漠のオアシスのようにレーの町がある。

背後に昔の王宮があり、今は廃虚となっているが、レーのシンボル的建物である。

レーは、昔より東西文化の合流地点であったと云われ、最近の外国人旅行者への開放に対するラダック人の

適応性に、嘗て養われた外交文化の名残を見ることができる。

また、この町は過去の顔と現在の顔を合わせ持っていろ。

訪れた人々 は、荒涼とした土地の変化に驚き、赤茶けた土の色あいの新しい世界に感動し、仏教とイスラム

教の混成文化を見ることができる。

町は、丁度8月5日より1週間、夏のフェスティバルが始まった。

賑わいの中、笛や太鼓の鳴り物が鳴り藩き、会場に集まって来る住民達、顔立ちはモンゴル系からアーリァ

系まで多種多様で、まさに、トランス・ヒマラヤ地帯にいるといった気分になる。

自分の信仰の深さを示す表現としての踊りを踊ることや、修練はラダックを含むチベットとその周辺特有の

もので、酒宴の時の踊りはかかせないものであり、年齢と性別を問わず、全ての人がその純潔な礼儀正しさ

で、好みによって参加するのである。

力強いリズムにのって、戦いの踊りなのだろうか、刀と弓を持ち勇壮に踊る。

日本の烏帽子に似たかぶり物を着けている姿は親しみを覚えるo

このフェスティバルはラダックでは一番大きい祭りで、外国人の観光客が非常に多く、日頃静かなこの町も

この期間は泊まるホテルさえないほどの賑わいを見せていろ。

これから弓の競技が始まる。

出番を待つ若者達の顔に緊張感が漂う。

自分の矢に目印を付けて、他の矢と間違わないようにする。

いよいよ出番がまわってきた。

的は遠く、当てるのは至難の技のように思われろ。

矢が鈍く的に当たる。

太鼓や笛のリズムは一段と強烈になり、フェスティバルは盛り上がっていく。

雑踏を逃がれるように路地に入ると、静けさが戻ってくる。

家並みは遠い昔、中央アジア交易ルートの重要な接点で、ヤルカンド、チベット、カシミールそしてクルか

ら隊商達が集まり、彼らの宿泊場だった所である。

今は、その面影はなく、崩れ落ちた壁が昔を悲しく語りかけてくる。

然し、この過酷な土地に何世紀もの間生活している人々には鷲かされろ。

『真の友達か、野心のある征服者以外には訪れる者がないほど土地は痩せ、峠は険しい。』とラダックの諺
は言っていろ。
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レー王宮、チベットのラサにある宮殿はこの王宮をモデルにしたと言われろ。

岩山にへばりつくように建てられていろこの王宮は、崩壊が激しく一般の人々の立入は禁止されている。

レンガ造りとはいえ材料は土をこれて型に入れ天日で乾かし、それを積み重ねて建ててあるだけのもので風

化が激しいのは当然かも知れない。

然しぐこれだけの建造物を壊れるがままにしてあるのは惜しいような気がする。

町を見下ろしている王宮はまだまだ威厳と風格を持って建っている。

王宮より一段上の方にあるセモゴンパは王宮に比べてよく手入れされ、土地の人達の信仰心の深さを物語っ

ていろ。

人々はこのゴンパで何を願い、何を希望して祈っているのだろうか、絶望とも思えるこの環境の中でゴンパ

は長い歴史を刻みこんで建っていろ。

ゴンパから見るレーの町も王宮もまさに足下にあると云った感じである。

我々隊員が泊まっていたホテルの近くにチョカンゴンパがあった。

通りに面した門は狭く、気をつけて通らないと見過してしまいそうな所である。

中に入ると外見からは伺いきれないほどの広さに驚く。

ゴンパは宗教的な学校ラマの養成所と云うだけではなく、この乾燥した荒れた地域の住民が寄贈した崇高な

証拠を示す芸術のギャラリーでもある。

その他の芸術や建築もラダックで発達していて、巨大な様式と大きなゴンパは見逃がすことはできない。

土地は貧しいが人々の芸術的才能は高い。

この土地の人々に依って、ゴンパの壁やキャンパスに自由に描かれている。

マニ車を回す婦人達。

このマニ車を回すことに依って、自分の犯した諸々の罪が浄化できろと土地の人は云う。

けたたましい鳴り物に誘われて行って手みと、ラダックの結婚式が始まる。

新郎新婦がそれぞれ馬に乗り、大勢の見物人と一緒に町を練り歩く。

会場に着くと儀式が始まり、盛装した人達がお祝いの踊りを舞う。

広場ではポロ競技が始まっていて、男達の勇壮な姿を見ることができる。

巧みな手綱捌きで馬を操り、小さな玉を追う。

馬はたてがみを振り乱し、砂塵をあげて走り抜けろ。

見る者を強く惹き付けるものがこの競技にはある。

馬のいななきと人々の歓声はいつまでも続いていた。

日本側隊員5名、インド側隊員8名による日印合同カラコルム登山隊は、8月10日レーでの長い滞在を終え

て、いよいよ東部カラコルムの未踏峰マモストン・カンリ、7,516mに向けて出発することになった。

フランス人の美しい女性から花輪を贈られ喜ぶ隊員。

彼女は英語、ネパール語そして日本語も堪能で驚く。

インド陸軍のトラック3台に荷物を積み、隊員達もそれぞれ荷台に乗りこみ、レーを後にする。

我々を乗せたトラックは草木一本見あたらない赤茶けた山腹を砂塵を撒き上げエンジンをうならせて進む。

ほこりと上下左右に激しく揺れるトラックに隊員達は少々疲れ気味である。

レーから喘ぎ登ろこと2,000mo

自動車で越えることの出来る峠としては、世界で最も高いカルドン・ラ、5,486mに着く。

－36－



峠にはヒンズー教のお堂が建てられており、この峠を通る旅人は、ここまで無事でこられたことを感謝し、

これから先の旅の安全を祈る。

このカルドン．ラに立つと初めて正面にサセル・ムズターグ山群の雪嶺が眺められろ。

峠からの下り道もひどいもので、峠の直ぐ下で懸垂氷河を横切り、でこぽこ道のつづら折りを車はゆっくり

と高度を下げろ。

やがて眼下にシャイヨーク河が見えてくる。

その河幅の広さは地図から想像する以上の広さである。

真黒な濁流となって流れるシャイヨーク河、まさに悠久なる流れそのものである。

トラックはシャイョーク河の広漠とした河原を横切り、対岸に渡る。

緑が多く目に付き始めると、ヌブラ谷である。

ラダックの人達はこの谷を緑の多い、この世で最も美しい所だと誇らしげに語る。

ヌブラ谷の入り口にあるスムレに泊る。､

翌日、スムレにある大きなゴンパを見学する。

このゴンパはサンタンリンゴンパと云い、今から350年程前に建立されたと云う。

ここには子供のラマ僧が多い。

この無邪気な顔を見ていると厳しい修業をしているとはとても思えない。

中へ入ると素晴しいお堂があり、我々を驚かせる。

子供達も好奇の目で我々を見ていろ。

お堂の入り口には大きなマニ車が置いてある。

扉の上部には極彩色の絵が描かれていろ。

お堂の中は暗く、開けた扉から差し込む日の光で、かろうじて部屋の中を見ることが出来る。

薄明かりの中に素晴しい仏像、教典、タンカ、仏画の数々が沢山あり、目を見張らされる。

この仏画は天井に設けられた明かり取りの所に描かれているもので、その色合いといい、ふくよかな流れる

ような線は見る人に称賛せざるをえないような表現力がある。

このゴンパの僧長である、テンジン・ギャルッォーと云うラマの説明を受けろ。

この仏像は全部金で作られていると云う。

サゾマに着く。

レーからこのサソマまで2日間の山岳ドライブで、約160Kmの距離を走り、2,000m登り2,200m下った。

サソマからベースキャンプまでは、ポニーによって隊荷を運ぶことになる。

手際良く荷物を載せる馬方、一頭に約60Kgから和Kgの荷を付けろ。

サソマからの道は昔のレーからサセル峠、カラコルム峠を経てヤルカンドに至る。

あの中央アジア交易ルートをたどるのであるが、登り口は大岩壁帯にとられており、その道は石を積み上げ

て作ったものである。

昔の人の根気と情熱が伝わってくる。

ジグザ､グターンを繰り返し、一気に600mもの高度を稼いでしまう。

この果てしない石の道を登り詰めた所が、トロンポティ・ラである。

この峠に立つと眼下にはヌブラ谷の白い河床が鮪職できる。

行く手にはトロンポティ。ナラの激流が眺められろ。
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道の端々に石積みの道標が多く見られる。

石積みの上にアイペックスの角が積み重ねられていて、マニ石が置いてある。

荷物を運ぶ唯一の手段である馬。

この土地では馬は貴重な財産でもある。

谷の前方にマモストン氷河のモレーンの押し出しが眺められろ。

枯れ草を集めてお湯を沸かす。

樹木が少ない所だけに、この土地の人々はいろいろなものを燃やす術を知っている。

今日はいよいよベースキャンプまでのキャラバンである。

途中何度か河に出会い、渡渉に苦労させられる。

墓標の如く乱立するケルンに異様な雰囲気が漂う。

サゾマから3日目、ベースキャンプ4,600mに到着。

悪路と重い荷物のため、馬ていが傷み、取り換えている馬方達。

ベースキャンプ地は気持ちの良い所で、振り返って見ると通ってきた道が遥か遠くになっている。

キャンプ近くでは、なきうさぎを多く見かける。

8月17日、我々はサセル・ラまで足をのばしてみる。

トロンポティ・ナラはゆるやかな勾配をもって峠へと続く。

その両岸は丘陵地帯となっており、餌を食むヤクの群れに出合う。

エメラルドグリーンのモレーン湖があり、気持ちが和む。

この道は約75年もの間、日本人の立入りがなかった所である。

記録としては1907年に軍事的使命を帯びて聖域に入った日野強少佐がいる。

彼はカシュガルからカラコルム峠を経て、サセル・ラを通過し、レーにたどり着いてる。

また、1909年、第二次大谷探検隊の橘瑞超と野村栄三郎もマモストン氷河舌端近くを通っていろ。

20世紀初頭にはやくも日本人がこの地に足を踏み入れたと云うのは、なんと素晴しぃことではないか。

こうした先人達の歩いた道に、我々が今立っているかと思うと身の奮える思いがする。

それらの厳しい自然を物語るように、いたる所に白骨が散乱していろ。

まるやかな膨らみを持った氷河が、日の光を照り返し、幾条もの氷厚の影を作りながら巨大な生物のと.lまるやかな膨らみを持った氷河が、日の光を照り返し、幾条もの氷厚の影を作りながら巨大な生物のと･とく

峠へと向かっていろ。

サセル・ラは両岸の山より押し出された氷河が合わさり、シャイヨーク河とヌプラ河とに落ち、分水嶺とな

っている。

眼前に広がる赤茶けた山脈に夢を抱かせ、ベースキャンプに戻る。

8月18日、我々の荷物が全てベースキャンプに上がってきた。

この日、安全祈願の「ハタケ」の儀式をヒンディ・スタイルで行い、登山活動の無事を祈る。

バルワント．サンドゥー隊長を囲むミーティングは熱の入ったものとなり、日本とインドの合同隊での役割

分担を決めろ。

隊員達の顔にも緊張感が漂う。

ミーティングが終わり山田隊員による器具取扱いの説明がある。
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荷上げのための荷作り作業が始まる。

手際よく荷作りする隊員の顔は、非常に明るい。

夕方は、隊員とポーターそれに馬方達とベースキャンプ開きのお祝いをする。

キャンプ・ファイァーの燃料はヤクの糞を燃やす。

酒を飲み、陽気に踊り、歌を唄い楽しい一時は過ぎていく。

8月19日、いよいよ登山活動開始の日である。

朝飯の用意をするコック、手慣れたものである。

食欲旺盛な隊員達にコックは大変だろう。

A･BCに向けて出発する。

ベースキャンプからマモストン氷河左岸のサイドモレーン上を進む。

左岸から最初にマモストン氷河に注入する支氷河を横切った所のモレーン台地の上に、A･BC標高4,900m

を設営する。

近くにはコバルトブルーに輝く、美しいモレーン湖があり、とても気持ちの良いキャンプ地である。

A･BCからC1へのルートは、A･BCのあるサイドモレーンからマモストン氷河上に走るモレーン稜に

移り、そのモレーン稜伝いにマモストン氷河を詰めていくと、右に緩くカーブしていてそのまま南面に質は

だかる大岩壁へと続く。

激しい融雪のため、氷河上に川が出来ていてテーブルストーンが奇妙なバランスで立っている。

長い間、憧慢の山であったマモストン・カンリ、いま、その南面の全容が現れろ。

この広大な氷河をさらに､1時間程登るとC1であるo

C1は高度5,600m，マモストン氷河の源頭部で南壁の基部まで15分程の所である。

目的の山が見え、皆、興奮気味になる。

南壁から南東に伸びる稜線は、マモストン氷河とタンマン氷河の分水嶺を成しており、南壁直下の稜線上に

はタンマン氷河への通用門のようなコルがある。

果たして、このコルが希望のコルになるか、絶望のコルになるのか。

不安と期待を持ってコルへの斜面を登る。

イースター島の巨石を思わせる源頭を過ぎろとコルである。

高度5,895m・

コルに立つと眼下にタンマン氷河が広がり、まぶし過ぎるほどに輝いている。

我々にとって、まさに、このコルは希望のコルとなった。

コルの反対側は、懸垂氷河ですっぱりと切れ落ちており、大きなクレパスが口を開けている。気の遠くなる

ようなタンマン氷河の横断に汗を流し、マモストン・カンリの北東稜側からアイスフォールが落ちてきてお

り、これの右寄りにルートをとる。

C2は、前後が大きなクレバスに囲まれた6,100m雪原上である。

食事を作りながら、談笑するマハビール隊員と尾形隊長。

C3へ出発する。

マイペースで登るラッタン・シン隊員。
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彼の片方のロングスパッッは壊れ、ビニール袋を巻いていろ。

北東稜に飛び出した所は、高度6,700mのコル上の地点で、眼下にはチョング・クムダン氷河の縞模様が美し

く続き、また、その向こうにはデプサン高原に続く赤褐色の山脈が眺められろ。

8月28日、コル状の所にC3を建設する。

然し､、9月に入り悪天候に見舞われ、登山活動は停滞する。

9月13日、いよいよ頂上へのアタックが開始された。

マモストン．カンリの北東稜は、男性的なスカイラインを描いて、頂上へ急しゅんにせり上がっている。

一歩一歩、慎重に登る｡

マモストン氷河から吹きすさぶ強風にあおられ、辛い登りとなる。

7,200mの地点より、北東稜は傾斜が綴くなり、ピラミダルな山頂へと続く。

1984年9月13日、地球上に残り少なくなった最後の輝きとも言える7,516mの未踏峰に我々は初登頂すること

ができた。

未知への憧れだったマモストン・カンリ。

初登頂の感激とは裏腹に、一抹の感傷が胸をよぎる。

(※これは、新郷隊員が撮った「関嶺を越えて」のビデオ（57分）のナレーションである｡)

カルドン・ラ(5,486m)KhardungLa.
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シアチェン氷河をめぐる印・パ国境

東部カラコルムの山々を目指す場合、最も気に

なるのが国境問題である。

大カラコルム山脈の殆どを包含していた旧ジャ

ム＆カシミール藩王国は、1947年8月のインドと

パキスタンの分離独立にあたり、インド、パキス

タンのいずれへも帰属を表明しなかった。そのた

め両国間でこの地の領有を争う戦争に発展し、今

日までこの不穏な火種はくすぶり続けていろ。

第一次印・パ戦争は、1949年に停戦が実現し、

停戦境界線に関する協定(カラチ協定)が結ばれ、

旧ジャム＆カシミール藩王国は、ほぼ2対3の割

合でパキスタンとインドに分割される停戦ライン

が引れて2分されることになった。

この停戦ラインは、カラコルム峠からセントラ

ル・リモ氷河とサウス・リモ氷河の合流点の上流

約4kmの地点を通り、さらにサウス・テロン、ノ

ース．テロン、シェールカル・チョルテンの三氷

河の合流点付近からシアチェン氷河の舌端付近を

通ってシャイヨーク河中部のマラクチャ村の西へ

と伸びるラインである。

このカラチ協定で引かれた停戦ラインから見ろ

とマモストン・カンリやサセル・カンリ山群はイ

ンド領となり、北西部のシアチェン氷河周辺の峰

々はほぼパキスタン領の山となった。

ところが、1971年にバングラディッシュの独立

にからむインド、パキスタンの戦争が勃発し、こ

の第三次印・パ戦争の停戦協定後から両国の領有

主張の食い違いが表面化してきた。

第三次印・パ戦争では、この東部カラコルムを

有する西部戦線が主戦場となって争われたが、直

ちに停戦が実現してシラム協定が結ばれた。

このシラム協定は、「ジャム＆カシミールにお

いて1971年12月17日の停戦から生じた支配線は、

双方の承認された立場を損なうことなく双方によ

って尊重されるものとする。」として締結された。

このシラム協定締結後、インド政府の見解は1949

年のカラチ協定によって樹立された停戦ラインは、

1971年12月の第三次印・パ戦争によって破壊され

て、もはや存在せず、従来の停戦ラインとは全く

違った新しい支配線が出来たと主張。これに対し

パキスタン政府の見解は、1949年の停戦ラインも

1971年の支配線も同一のもので変わるものではな

いと主張していろ。

その結果、最近になってシアチェン氷河周辺を

巡る領有主張の対立が表面化して外国登山隊への

対応が大きく変化してきた。

このへんの両国の対応についてこのシアチェン

・エリアへの登山隊の入域経緯を少しひもといて

みることにしよう。

1947年の印・パ分離独立以降、この地域は両国

側から固く閉ざされ、登山・探検史の上では暫く

空白時代となった。

1950年代から60年代にかけてパキスタン側から

シア・カンリ、サルトロ・カンリ、K12、ゲン

トなどシアチェン氷河周辺峰への登山隊を迎えた

が、これも第二次、第三次の印・パ戦争によって

閉鎖されてしまった。その後、1973年秋よりパキ

スタンではカラコルムヘの外国登山隊の受け入れ

を再開した。しかし、この時点ではまだシァチェ

ン氷河への入域は許可されなかった。シアチェン

氷河の周辺地域に登山隊を受け入れるようになっ

たのは、1975年になってからである。この年、日

本からは静岡大学隊がテラム・カンリI峰(7,463

m)、II峰(7,402m)に初登頂したのを始めに、岡山

大学隊はピラフォンド・ラを越えてシアチェン氷

河を探査した。翌76年には大阪大学隊がアプサラ

サス(7,254m)、東北大学隊がシンギ・カンリ(7,2

02m)にそれぞれ初登頂するなど日本隊が活躍した。

その後も1978年には鶴城山岳会隊がリモを目指し

シアチェン氷河に入り、関西学生山岳連盟OB隊

はゲントII峰(7,343m)に登頂。1979年には弘前大

学隊がテラム・カンリ1I1峰(7,382m)に初登頂し、

京都カラコルム・クラブの五大氷河隊がパルトロ

氷河からシアチエン氷河に入ってシァ・カンリ（

－41－



7,422m)に登頂した。1980年は、アメリカの四大

氷河遠征隊がピラフォンド・ラからシアチェン氷

河に入り、コンウェイ・サドルを越えてゴドウィ

ン・オースチン氷河へと抜け、神戸大学隊はリモ

の偵察にシアチェン氷河に入った。また、西ドイ

ツ隊はケントI峰(7,401m)に登頂するなどの記録

が記された。然しながらこの地域へのパキスタン

側からの入域もこの年までで、以後、登山・踏査

隊の活動は跡絶えた。

一方、インド側は1947年の印・パ分離独立後、

この西部国境付近に厳重な外国人立入り禁止区域

を設けて外国人をシャット・アウトしてしてきた。

1949年の第一次印・パ停戦後、インド側からの登

山隊は、1956年のインド隊によるサセル・カンリ

遠征から再開された。その後、このエリアはイン

ド隊の独壇場として、1969年、1970年、1972年と

サセル・カンリヘ向かい、1973年にサセル・カン

リI峰(7,672m)の初登頂に成功した。このサセル

・カンリまでは、カラチ協定の停戦ラインから云

っても当然インド領に属する訳だから何等問題は

無かったのであるが、問題は1980年から始まりだ

した。即ち、この年の秋にK・N･タダニ准将の

率いるインド陸軍隊が、ヌブラ谷からシアチェン

氷河を遡ってアプサラサスに登頂したのである。

（このインド隊のスライドは、1982年秋にカトマ

ンズで開催されたUIAA総会で各国からの参

会者の前で披露され話題をまいた｡)

’さらに、1982年にはN･クマール大佐を隊長とす

るインド陸軍隊の総勢54名がシアチェン氷河に入

り、シア・カンリ、サルトロ・カンリなどに登頂

した。こうしてパキスタン側からの登山隊が跡絶

えたのと時同じくして、今度はインド側からシア

チェン氷河源頭部への登山隊が入山しだしたので

ある。

こうしたシアチェン氷河への入域経緯を経て、

事態は1984年になって大きく変化した。

1984年春、弘前大学隊はパキスタン政府よりリ

モI峰(7,385m)の登山許可を得てパキスタン入り

したところ、現地でパキスタン観光省よりリモ峰

の登山許可を取り消され、シアチェン氷河以外の

地域へ転進を求められた。やむなく同隊はユクシ

ンガルダンサールへ転進することになった。同隊

の話では、許可取り消しの理由は明示されなかっ

たと云われる。一部の現地情報によるとスカルド

の東、カパール付近で印・パの戦闘が激化した為

とも伝えられた。

同様にオーストリアのK12隊も登山許可が取

り消され他の山への転進を余儀無くされた。

一方、この日本のリモ隊に対してインド政府は

外交ルートを通じて日本側へ遺憾の意を表明して

きた｡1984年5月のゴールデン・ウィークにかけ

て日本政府の中曽根総理大臣がパキスタンとイン

ドを歴訪された折り、インド政府より安倍外相に

対して、今後、リモ山群に対するアプリケーショ

ンはインド側へ提出して貰いたい旨の要請があっ

たと云われろ。この件に関しては在印日本大使館

からも外務省の情報文化局に公電が入り、早速、

日本山岳協会へ指導要請の依頼があった。

また、我々日・印合同カラコルム隊が、スリナ

ガールでインド陸軍主催による歓迎レセプション

に招待を受けた席上で、当地の印・パ停戦ライン

駐屯軍司令官のP.N･フーン中将から「カラコ

ルムの山々はインド領なので日本の弘前大学隊の

ようにパキスタン政府にリモ峰の登山申請をする

ようなことは絶対に認められない。」ときつく念

を押された。この「カラコルムの山はインド領」

と云われた時は少なからず鷲かされた。

こうして両国の対応の差がはっきりと現れた19

84年、東部カラコルムヘはインド側から3隊が入

山した。

まず、外国人としては実に38年振りにカルドン

・ラを越えてヌブラ谷へ入ることになった、我々

の日・印合同カラコルム隊はマモストン・カンリ

に挑み初登頂に成功した。

このマモストン・カンリ隊よりも2ヶ月程早く

K･S･ソーチ大尉の率いるインド陸軍エンジニ

ア隊は、リモ山群に向かった。一行は6月25日、

ヌブラ谷最奥の部落サゾマを出発。且っての中央

アジア交易路をたどって、アッパー・シャィヨー

ク河から南リモ氷河に入り、それぞれ数人の小パ

ーティに分散して8月11日から13日にかけて7,15

9mのリモ峰の初登頂をはじめに6,000m峰6座にも
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初登頂した。

そして、もう一隊はプリム・チャンド大佐の率

いるインド陸軍隊が50人の大部隊で、9月末から

10月にかけてギョン氷河の7,282m峰と7,125m峰の

登頂を目指して入山した。この隊は1985年春のカ

ンチェンジュンガ仏・印合同隊と秋のエベレスト

南西壁隊の隊員選考を兼ねて行われたもので、恐

らくK12を目指したのではないかと思われろ。

こうした1984年の動静の後、インド登山財団(I

MF)は、1985年2月6日付で東部カラコルムのオ

ープンを世界各国に表明した。オープン・ピーク

は別添「インドヒマラヤ解禁峰一覧」に掲げた通

りでサセル・カンリ、マモストン・カンリ、リモ、

アプサラサス、テラム・カンリ、シンギ・カンリ、

ケント、シァ．カンリなどの15峰とインディラ・

コルである。

1984年6月には、シアチェン氷河上で印．パ両

軍がハチ合わせして戦闘となり、両軍に死傷者が

出ろなど、まだまだ東部カラコルムをめぐる印・

パの緊張は厳しいものがあるように思われるが、

そうした中で敢えてインドが開放に踏み切った裏

には、それなりの高度な政治判断があったのであ

ろう。

マモストン・カンリの遠征を終えて帰国してか

ら、インドではインディラ・ガンジー首相の暗殺、

総選挙とラジブ新内閣の誕生など国内事情が揺れ

動き、東部カラコルムのような問題のある地域は

当分、外国人の入域は凍結されてしまうのではな

いかと懸念されたが、これほど早く一般にオープ

ンされろとは夢にも思わなかった｡

日。印合同隊によるマモストン・カンリ登山が

一つの契機になったことは確かなようである。

〈文責：尾形好雄）

－悸圓方欠きオーLブ重イン"F､誼ゴフラコノレ全.－

ン
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隊荷の輸送及び通関

今回の日印合同隊によるマモストン・カンリ登

山の輸送については、大別すると次のように分け

られる。

第一段階～日本→デリー迄の輸送(飛行機）

第二段階～デリー→レー迄の輸送（トラック）

第三段階～レー→サソマ迄の輸送（〃）

第四段階～サソマ→BC迄の輸送(ポニー）

1．日本からデリーへの輸送

先ず、日本からインドへの隊荷輸送は空路アナ

カン(UnaccompaniedBaggage,旅行者手荷物別送

品)にて910Kgを送った。

13名のメンバーにコック、ハイ・ポーター、無

線技師等の現地要員を加えろと20名近い大世帯の

登山隊で、BCから上部の装備．食糧及びインド

側メンバーの若干の個装は、日本側で準備してほ

しい。と云った合同隊の条件の中で、この程度の

アナカン輸送で済んだのは、共同装備などかなり

の装備がHAJのデリー・デポ品で賄うことがで

きたからである｡

アナカン輸送の場合は、東京～デリー間で1Kg

約1000円とかなり高い輸送費となるため、日本か

らの隊荷持ちだしは極力切り詰めたかったのであ

るが、何せインド人は日本の物が何でも良く見え

るようで、インド側からのオーダーが多くて閉口

した。彼等がもう少し自国の国産品を愛用して<、

れれぱ、我々の日本からの持ちだし隊荷もかなり

抑えることができたと思われる。
′

ここで、アナカン輸送について少し触れてみよ

う。

先ず、隊荷の発送に当っては、自分達の出発日

に合わせて隊荷の発送日を決めなければならない。

隊荷の発送予定日が決ったら、その約1ヶ月半前

位に航空貨物輸送業者へ連絡をして、目的地迄

(我々の場合は、デリー迄)のキャリア(飛行機)を

ブッキングして貰う。この時に必要なことは、

1）隊荷の現地到着希望日(隊荷受取人が現地に

到着する2日前辺りに到着するように設定するの

がベターである)o2)隊荷の概算重量と個数。

3）隊荷の形状・寸法。などを連絡しなければな

らない。尚、この場合、なるべく目的地迄は直行

便で行けるキャリアを指定するのが望ましい。

こうして隊荷輸送のキャリアを予約した後、登

山隊は隊荷の集荷・梱包と出発前の一番慌ただし

しい時期を迎えることになる。

次にアナカン輸送に必要な書類について述べて

みよう。

1.）パッキング・リスト(PackingList)

持ちだし隊荷の全てについて各カートン毎にパ

ッキング・リストを作成する。リストには、品

名、数量、重量、価格(※1)等の項目を記載す

る。

（※1：価格表示には2通りあるo1つは、C、

1．F.(Cost,Insurance&Freight)で、保険

料運賃込み価格。もう1つは、F．O．B、（

FreeonBoard)で、積み込み渡し価格。どちら

の価格表示なのかを明記しなければならない）

パッキング・リストを作成したら、それらの

物品を消費・非消費物品に分けてリストを作る。

2）送り状(InvOiCe)

送り状には、カートン総個数、マーキング名、

品名、総価格、荷送り人の住所・氏名、荷受け

人の住所・氏名等を記載する。

この場合の注意点としては、荷送り人と荷受

け人の氏名は、同じとする事。それと、荷受け

人の名前は、必ず隊荷を通関する人の名前にす

る事。先発隊が先に行って通関するのであれば、

先発隊の責任者の名前にしておくこと。良くあ

るのが、何でもかんでも隊長の名前にしておく

ために、先発隊が通関できないと行ったトラプ
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ルが多い。それから当然の事ながら、アナカン

としての取扱い上、既に出発してしまった者の

名前で送ることは出来ない。

3）東京税関成田支署長宛ての「航空手荷物別送

品の許可願い書」

航空手荷物別送品としての輸出を承認して頂く

願い書。帰国時に別送品の持ち帰りがある場合

は、輸入時の通関も併せてお願いしておくこと。

4）別送品の外国製品の申告書

別送品の中にある外国製品を申告しなければな

らない。パッキング・リストの中に※1はフラ

ンス製、※2は西ドイツ製、※3はイギリス製、

※4はイタリア製．，..と云ったマーキング

でシュラフや登山靴などの外国製品を申告すれ

ば良い。

5）国外持ち出す米の量の申告書

別送品中のお米の量を申告しなければならない。

隊員数と登山期間から国外持ち出しするお米の

量が適当かどうかチェックされる。

6）全隊員のパスポートのコピー

パスポートの2頁から5頁のコピーをメンバー

・リストの順に重ねてとじろ。

7）全隊員の航空券のコピー

東京から搭乗する飛行機のフライトナンバーの

書かれた航空券のコピー。

8）登山計画書（和文）

以上の書類が揃ったら航空貨物輸送業者へ隊荷

を引き渡す。ファクシミリやジェネレーターのよ

うな機械類は、通関時に別送品としては認め難い

と云ったクレームをつけられることがある。その

ような場合は、それらの品の登山活動における必

要性を記した願い書を提出しなければならない。

通関が切れたら、輸送業者からエアーウェイ・

ピル(AirWayBill)を受けとる。

－インドでの通関一

インドでの通関を我々外国人が独自で行おうと

する場合は、かなりの困難さと時間が必要となる

あろう。そのため、殆どの登山隊は現地のエー

ジェントを使って通関しているのが現状である。

－45－

今回はインドとの合同と云うこともあってエージ

ェントには頼ま蛍日本側の先発隊員とインド側の

メンバーとで通関を行った。然し、如何にインド

人と云えども素人が通関業務を行うのであるから

なかなか大変だったらしい。通常、隊荷通関をエ

ージェントに依頼する場合でも依頼されたエージ

ェントの方では、また別の通関専門業者を使って

通関しているぐらいだから当然であろう。

次に、通関に際しての一般的な手順を述べてみ

よう。

－通関の必要書類－

1)IMF(インド登山財団)からのUnderTakingo

隊荷発送時のパッキング・リストをIMFに持

参し、輸入物品の全てが登山隊の登山用品であ

ることのUnderTaking(保証書）を空港税関宛て

に書いて貰う。（正式には、TheAssistant

CollectorofCustomspCentralWareHousing

Corporation,NeuJ-Delhi.宛て)これによって隊

荷の無税通関措置がとられる。

2）ウォーキー・トーキー(Walki-Talkie)の輸入

許可証(LicencetolIwportWirelessTransmi-

ttingand/orTransreceivingApparatuslnto

INDIA.)と開局使用許可証(LicencetoEstabl-

iSh,MaintainandWorkWirelessStationsin

INDIAUnderThelndianTelegraphAct,1885

byMountaineeringExpeditions.)

これらの許可証を取得するには、IMFから

UnderTakingを添付したアプリケーションを持っ

てYMCAホテルの近くにあるサダル・パテル

・パーワンの通信省(NinistryofCommunicat-

ion)へ出掛けて申請し、交付して貰う。

3)DisembarkationCardの下半券。

入国時に隊荷の荷受け人(Consignee)になって

いる人は、必ずアナカンによる別送品があるこ

とを申告しておかなければならない。

4）ファイナル・パッキング・リスト

隊荷発送時のパッキング・リストを少なくとも

6部は用意したい。

5）エアーウエイ・ビル(AirWayBill)のオリジ

ナルとコピー。

6）荷受け人のパスポーートと航空券。



以上の書類が揃ったら、隊荷の到着を確認して

隊荷の引き出しに行く。アナカンで送った別送品

は、デリー・エアーポートから少し離れた場所に

あるCentralWareHouseingCorPoration,ImPort

Aircagoで通関することになる。

通関に際しては、フル・オープンを命じられる

こともあれば、2～3個のオープンだけで済むこ

ともある。何れにしるPPバンドなどは切られてし

まうこともあるので、若干の梱包用具は持参した

ほうが良い。

2．デリーからレーヘの輸送

デリーからレーヘは、民間トラックをチャータ

ーして陸路搬送した。

デリーからレーヘ行くまでには、ハリヤーナー

州、パンジャブ州、ジャム＆カシミール州と云っ

た各州を通るのでチャーター・トラックも「オー

ル・インディア・パーミット」のライセンスを持

ったトラックをチャーターしなければならない。

ロード・パーミッションやIMFのUnderTak-

ing等の必要書類は全てインド側メンバーが準備

してくれ、我々は8月1日に約4tの隊荷をトラ

ックに積み込んで送り出した。昨年は、パンジャ

ブ州のトラブルがあって外国人の陸路通行が許さ

れなかったため、トラックにはインド側メンバー

2名とコック、ハイ・ポーターら5名が同乗して

出発した。

隊荷は4日かかって8月5日にレーヘ到着した。

同乗したナンドウとラジブの話しでは、各州を出

入りする度に厳しいチェックをされ、各州毎に貨

物のローカル・タックスを支払えと云われろなど

難儀した模様である。IMFからのUnderTaking

などは何の効用もなかったと嘆いていた。コーチ

の屋根に荷物を積んで行くく‐らいなら問題は無い

のであろうが、トラック1台に荷物を満載するよ

うな隊荷となると問題のようである。

また、スリナガールからレーヘの道路は軍用道

路のためゾジ・ラなどの通過に際しては、民間の

パス・トラックなどは長時間の待機を余儀無くさ

れるとのことである。

帰路は、インド・アーミーの協力によりレーか

らスリナガールまでは軍用トラックで隊荷を搬送

することが出来た。御陰で往路のような待機はな

く、スリナガールまで1日半で到着することが出

来た。

スリナガールで民間トラックに積みかえてデリ

ーへ搬送したのであるが、我々がスリナガールヘ

帰着した9月下旬は、丁度りんごの出荷時期にあ

たり、デリーまでのトラックをチャーターするの

は困難であった。やむなく、スリナガールからジ

ャムまでのトラックをチャーターし、ジャムで再

度デリーまでのトラックをチャーターして隊荷を

積みかえて搬送した。尚、帰路の隊荷輸送にはパ

ンジャブ州の警察官であるメンバーのP.N･ダスと

ラッタン・シンの2名を同乗させた。ダスは仕事

柄旨く裁いたようで、往路のようなトラブルは無

かったようである。

何れにせよ、このデリーーレー間の輸送は合同

隊の御陰で、我々日本側隊員は何の苦労もせずに

済んだ。

一民間トラックのチャーター料金－

1）デリーーレー間6,000R.s

2）スリナガール～ジャム間1,765R･s

3）ジヤムーデリー間2,923R.s

－アーミー・トラック・デポ－

1）レーースリナガール間4,800R｡s

(480Km×5Rs/Km×2台）

アーミー・トラックの使用料は、後の請求に

なるとの事であったので、上記の計算でデポし

てきた。然し、帰国後の連絡でアーミー・トラ

ックの使用料は不要となった。

3．レーからサゾマヘの輸送

レーから先の輸送は、コントロール・エリアの

輸送となるため、完全にアーミー・トラックの世

界となる。我らが隊長が大佐であったこともあっ

て、インド陸軍のラダック分隊には絶大な支援を

して頂いた。往路には、トラック3台とジープ1

台、復路には、トラック2台とジープ1台（但し

途中で故障する｡)と云った養沢過ぎるほどの配

車であった。これは、途中、カルドン・ラ(5,486

m)の高い関嶺を越えるため、1台当たりの積載量
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をそれほど多く出来ないからである。

カルドン。ラの前後はトラックが1台通れるだ

けの道幅ですれ違うことはできない。そのためか、

峠のレー側には、「サウス・ブルー」、反対のシ

ャィヨーク河側には、「ノース・ブルー」と云う

軍補給隊の中継キャンプがあり、ここで峠を行き

かう車の交通整理をしているようである。

このカルドン・ラを越える軍用道路は現在、ヌ

ブラ谷の奥、シアチェン氷河の舌端付近まで伸び

ており、補給部隊のトラックが1日に何十台も行

ききしていろ。道は、懸垂氷河を横切るかと思え

ば、累々とした岩礫の中や砂漠のような河岸を砂

塵を巻き上げて走る。決して快適な山岳道路とは

云えないが、この軍用道路の御陰で、先雛者達が

苦労した高い関嶺越えも車で出来るようになり、

レーからサソマまでの160Kmの道程も僅か1日で

一気に行けるのであるから便利なものである。我

々の場合、往路は1日目スムレで泊り、翌日サソ

マヘ到着した。スムレからサ､ノマまでは約45Km程

である。復路は、サゾマから1日でレーに戻った。

途中、カルサル、パナミック、サソマ等何個所

かにチェック・ポストが在るが、合同隊の場合は

パスポートのチェックもなく問題は無い。

－アーミー・トラック・デポ－

1）レーーサソマ間2,400R.s

(160Km×5Rs/Km×3台）

2）サゾマーレー間1,600R｡s

(160Km×5RS/Km×2台）

これも帰国後の連絡で不要と云われた。

4．サゾマからBCへの輸送

ヌプラ谷で他のヒマラヤ地域のようにポーター

を集めることは難しい。ヌプラ谷に住む人達は、

殆どが農耕牧畜で生計を立てており、自分達の仕

事で手一杯なのである。長く厳しい冬の後の短い

夏こそ一番忙しい時でありへその忙しい時期に外

部からやって来た聞入者のために荷担ぎをして呉

れるような奇特な人は居ない。

我々は、このヌブラ谷のポーター事情を既にレ

ーで聞いていたので、レーから何人かのポーター

を連れて行く事にした。

然し、レーでもポーターを集めることは難しく

なかなか思うようには集まらなかった。結局、レ

ーからは、ネパールから出稼ぎに来ていたポータ

ーを14名連れて行くことにした。これらネパー

のポーターでもカルドン・ラを越えてヌブラ谷へ

入るのには、ラダック地区ディプティー・コミッ

ショナーの入域許可が必要と云われ、2日程許可

取得に手間取った。

！残りは、ヌブラ谷でポニーを雇用すべ<出発し

たのだが、ポニーの方の集まりも余り芳しいもの

では無かった。パナミックなどの近在からポニー

を集め回ったが、結局、一度に運び上げるだけの

ポニーを集めることが出来ず、キャラバンは4隊

に分散することになった。サソマのロード・ヘッ

ドからBCまで3日間と云う短いアプローチだか

ら良かったもののこれが、サセル・ラを越えて北

面からアプローチするような場合は大きな問題点

である。因に、我々より2ケ月程早く此の地に入

ったインド陸軍のリモ登山隊は、サソマで25日間

もポニー集めに滞在を余儀なくされたと云われろ。

我々のキャラバンは、8月であったがそれでも

途中、3箇所程渡渉を強いられた。ポニーに積ん

だ荷物が時として水に浸るほど河の水位は有り、

隊荷梱包の防水には充分な配慮が必要である。梱

包資材としては、プラパール・ボックスなどより

は、よく欧米人などが使っているビヤ樽型のプラ

スチック､ボックスの方が良いように思われる。

一ヌブラ谷のポーター、ポニー料金一

1）ポニー代

1頭の担荷量は50Kgで、35R.s/日

但し、帰路も同じ料金を取られろ。

今回は、往路3日、復路2日の計5日分を

1頭につき支払ったo(175R.s/頭）

2）ポーター賃

1人の担荷量は25Kgで、35R.s/日

最後に、この東部カラコルムヘの輸送・アプロ

ローチに関しては、合同隊のメリットが多分に有

ると言えろ。プライベートな隊では、今回の様に

スムーズには運ばなかったであろう。

（文責：尾形好雄〉
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合同隊について

ヒマラヤ登山に限らず、山登りなどは単独で気

儘に登ったり、気心の知れ合った仲間と一緒に出

掛けたりするのが一番楽しいであろう。現に昨今

のヒマラヤ登山では、この登山行為本来の姿を取

り戻すかのようにヒマラヤの高峰を舞台にゾロ・

クラィムや2～3人による少人数登山を実践する

人達が台頭してきている。欧米の一部の先鋭的な

登山家達によって実践されてきたこうした傾向の

登山も、最近では日本でも取入れられ－部の人達

によって実践されている。

然しながら、こうしたヒマラヤ登山が実践され

るようになったとは云え、まだまだ大方の登山隊

は従来のような隊の構成で出掛けているのが現状

である。合同隊などもその一つであろうが、合同

隊の場合は、登山隊が好むと好まざるとにかかわ

らず、どうしてもジョイントしなければならない

ケースもある。では、どう云う場合に合同隊の形

を取るようになるのであろうか。合同隊の場合、

大体次のようなケースが考えられろ。

1．許可取得の為の合同隊

合同隊が登山許可条件の一つになっている場

合は、合同隊を組まなければ許可されない。例

えば、ネパールでは合同隊だけに許可される解

禁峰があるし、このほどIMFから発表された

東部カラコルム山域なども合同隊でないと許可

されないエリアである。

2．双方のメリットを考えての合同隊

キブ＆テイクで合同することによって双方

にメリットがあると考えてジョイントする場合

がある。合同隊を組む上では、理想的な発想で

あるが、実際には相互にメリットを得ることは

難しい。

3．外国との友好親善を考えての合同隊

合同隊の意義としてはもっともらしいことで

あるが、これを第一義に考えて合同登山隊を組

織することは稀であろう。大体は、まず前述し

した1．2．の要因があってジョイントするの

が本音であろう。

今回の我々のマモストン・カンリ登山隊も1の

部類に入る合同隊であった。最初から許可条件が

合同隊ならと云う条件付きであった為、合同隊の

メリット、デメリットを考えて選択する余地はな

かった。

これまでの僅かな経験から浮かびあがるインド

人のイメージと云うと、通関のオフィサー、エー

ジェント・マン、リェゾン・オフィサーなどどち

らかと云うと鼻っぱしの強いインド人しか浮かん

でこない。そして、それらは何れも余り良い想い

出はないのである。この余り知り合えたことのな

かったインド人との合同隊と云うことで当初は、

正直なところ気も重かった。然し、憧れのヌブラ、

シャィヨーク河、そして人跡未踏の処女峰への見

参と云う魅力は何事にも換えがたく、合同隊その

ものは、それほどこだわりも無く受け入れること

ができた。

マモストン・カンリ登山に対してインド側から

から提示された合同条件は、次のようなものであ

った。

一合同条件一

1）リーダーは、インド側とする。

2）日印双方の全メンバーは、全て同一の標準装

備を用いろ。

3）大部分のキッチン用具は日本から持参する。

但し、若干の用具に関してはインドでも入手

できろ。

4）高所食と高所燃料(EPIガス)は日本から持

参する。但し、インドで購入できる食糧はイ

ンドで補給できろ。

5)BC食とキャラバン食はインドで購入する。

但し、若干の食糧は日本から持参。

6）インドと日本の全ての購入コストと山中での
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紛失分についての割り当ては、案分して双方

が負担する。

7）デリーを離れた後、デリーに戻ってくるまで

の全コストについては合計して分担する。

8）デリーを出てからデリーに戻るまでの食事、

宿泊、交通機関等は全メンバーとも同じもの

とする。

まず、1）については、今回の入域エリアが厳

しい制限地域であったことと、初めてのケースで

あった為に、国防省や内務省など政府関係機関の

許可を取り易くするのに、飽くまでもIMFの登

山隊に日本人を同行させると云う形にしたようで

ある。今回の隊長はウッタルカシのネルー登山学

校の校長であったが、陸軍大学校の戦略部の教官

も兼務すると云う大佐であった為、現地において

彼の恩恵に預かることは大であった。

2）については、もっともなことであり、合同

隊ではよくトラブルの要因となりうる。今回はそ

れを無くす為に、インド側メンバーの個装につい

ては、日本から事前に登山用品店の総合カタログ

を送付し、そのカタログの品番でオーダーして貰

って、日本から持参した。勿論、個装に関する代

金はインド側が負担。

日本側メンバーの個装は、殆ど国内で使用して

いる装備で出掛けた。これに対してインド側は、

日本から持参した個装に加えて、84年春のエベレ

ストでインド隊が使用した装備を持参した為、個

装関係でははるかにインド側の方が優れていた。

3）、4）に関しては、大半を日本側で用意し

て持参した。燃料は、C1以上ではEPIガスを

用い、BC及びA･BCではプロパンガスを使っ

た。プロパンポンベはIMFに中国工業社製のア

ルミボンベ(日印合同ナンダデピィ隊の時の物)が

あり、レギュレーター、ホース、コンロを持参す

ることによってこれら使用することができた。プ

レッシャー．クッカー、メス・テント等は、IM

Fやネルー登山学校の備品を借用した。これらの

借用品については、一日いくらの借料が取られた。

食糧に関しては、BCから上部の高所食は殆ど

日本から持参し、砂糖、果物缶詰など若干の食糧

をデリーのスパー・バザールで用意した。我々が

用意した高所食は、インド側メンバーには大変好

評であった。インド人と云うといつも悩まされる

のがベジタリアンであるが、今回のメンバーは殆

どが登山学校のインストラクターと云った山ヤば

かりだったので、その点の心配は無く、何でも食

べてくれたので助かった。

次に、登山隊の経費についてであるが、インド

の場合、ネパールなどの名ばかり合同隊とは違い、

お金の面では意外ときちんとしていろ。今回は、

日本国内費用及びインド国内費用をトータルして

それをドクターを除く隊員数で割り、双方の費用

負担を決めた。即ち、日本側は総費用の12分の5

の費用負担であった。日本国内での購入費がかな

りの金額になった為、インド国内での支払いは殆

どインド側にして貰い、こちらの支出は極力控え

た。ただ、インド側は政府のスポーツ省のスポン

サーを得たIMFがまるがかえで隊を組織した為、

インド側メンバーの都市滞在における金使いの荒

らさが目立った。それでも、トータルで見ると我

々は合同隊の御陰で、かなり安く上げることがで

きた。特に、輸送費の軽減は大きかった。また、

嗜好品の酒、ビールなども軍から免税品を分けて

貰うことができA･BCでもふんだんに喉を潤す

ことができた。これも合同隊がゆえのメリットで

あろう。

次に、インド側のメンバーについて述べてみよ

5｡IMFは、今回の合同隊々長として前述した

B､S･サンドウー大佐を選び、メンバーの選考は隊

長がリスト・アップした後、IMFで審謎して決

定したとの事。今回のメンバーを見ろとドクター

とP.N･ダスを除く、他の6名はいずれも83年にエ

ベレストのプレ合宿として実施したマナ遠征（隊

長はサンドゥ大佐）に参加しており、春のエベレ

ストへ行けなかった者をマモストンに選考したよ

うである。ラッタン・シンは春のエベレストにも

参加したが、隊長と同じネルー登山学校と云うこ

とと、日本側が5名になったこともあって急速、

参加するようになったらしい。いずれも楽しい山

仲間であった。

（文責：尾形好雄）

－49－



東部カラコルムの気象

東部カラコルムの登山時期を何時にするのが一

番ベターなのかは、気象は勿論の事ながらアプロ

ーチにおける河の増水問題も考慮する必要がある。

今回のマモストン・カンリ遠征では、これまで

のカラコルム登山隊の気象報告を参考にしながら

も、当初の計画が北面のチョングクムダン氷河か

ら攻略するプランであった為、アプローチにおけ

るアッパー・シャイョーク河の増水問題を考慮し

て8月から9月の時期を選んで入山した。

結果的には、計画を変更して南面のマモストン

氷河側から登ることになった為、我々の入山時期

のアッパーシャイヨーク河の増水がどれほどのも

のなのか直接体験することは出来なかった。

然し、下流のシャイヨーク河等から推測するに、

我々が8月10日に最初にシャイョーク河を見たと

きは、真黒な濁流が渦巻いており、この時点では

まだまだ氷河の融水が多いことを物語っていた。

やがてこの濁流も我々が再びヌブラ谷に戻ってき

た9月24日頃になると河の流れはコバルトブルー

の清流となって穏やかな悠久なる流れと化してい

た。この氷河の融水は、マモストン氷河やトロン

ポティ・ナラなどでもほぼ同様で、9月を境にし

て急激に氷河の融解は減少するのが認められた。

以上のことより我々の乏しい経験から推測する

と、ヌブラ、シャィョーク河周辺の増水問題は、

9月に入れば殆ど問題は無くなると思われろ。大

体、8月中旬を過ぎれば河水はかなり減水し、ア

プローチに支障は無くなるであろう。勿論、これ

以前の時期においても通行不可能と云う程のこと

でもないようである。因に、昨年リモ山群で7座

の未踏峰に初登頂したインド陸軍隊は、我々より

約2ヶ月も早い6月25日にサゾマを出発してサセ

ル・ラを越えてアッパー・シャィヨーク河へ出て

リモ氷河周辺に入り登山活動を行っている。そし

てこの隊は8月31日にサ､ノマヘ戻った。

次に天候の方であるが、今回のマモストン・カ

ンリでは8月一杯はまずまずの好天に患まれ順調

に活動ができた。悪天の周期は、大体2週間周期

で2日間位崩れるようなパターンで、それもそれ

程酷い崩れではなかった。然し、9月に入ったと

たんこの気象パターンも周期的なものでなくなり

目まぐるしい変化を見せ、気温も日に日に下がり

だした。この9月に入ってからの天候パターンの

崩れによって、我々のアタック・プランも遅延し

A・BCでの長い待機を余儀なくされてしまった。

今回の遠征では、インド気象台より「NISHIAN」

と云うコール・サインを貰ってラジオ・インディ

アから毎日午後6時40分に、3,100m、4,500m、5,

800m,7,600mの各高層における風向、風力、気温

のデーターを放送して貰った。

これらのデーターを整理してみろと8月中のは、

高層(BCが4,600mほどなので5,800m以上のデー

ター)の風向が南寄りに変わると2～3日天気が

崩れるようになる。8月中はこのパターンが前述

したように大体2週間の周期であった。

9月に入ってこのパターンも崩れ悪天候が続い

たが、この9月上旬の悪天期間中はバロメーター

の針が10ミリバール近くも下がったままとなった。

これらは、大カラコルム山脈に影馨を及ぼすと

云われるアラビア湾上の熱帯高気圧の勢力が9月

に入って弱まり、大気の状態が不安定になるため

なのであろうか。確かに、1984年においては8月

までの天候は抜群であった。因に、1947年にサセ

ル・カンリの西面に入ったJ､0.M.ロバーツは、こ

のエリアの登山時期としては6月～7月がベター

であるとしている。

マモストン氷河からの観天望気は、トロンポテ

ィ・ナラの対岸に連なるサセル・カンリ山群が目

安になる。悪天の兆しはまずこの高峰に現れる。

（文責；尾形好雄）
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}ごロ＞童米斗F完ｲ函ｵ各ロ＞一夜u一イこ〆

(単位：ルピー）

名
口
叩 重 量 価格 備考

米

〃

塩

砂糖

コーンフレーク

〃

ジュース(各種）

〃

ハチミツ

〃．

フルーツ缶詰(パイン）

〃（チェリー他）

チーズ

ビネガー

コヒー(ネスカフェ）

〃

〃

〃

コンデンス・ミルク

粉ミルク

紅茶

サラダ・オイル

ソース

チリ・ソース

ジャム(オレンジ、パイン他）

〃

ァタ

ケチャップ

〃

ポンピタ

〃

〃

カスタード・パウダー

〃

ビスケット

1Kg

5Kg

1Kg

1Kg

4009

2009

850m1

1瓶

1Kg

5009

8509

8509

4009

500～7009

1009

2009

5009

5009

4009

5009

5009

500m1

200m1

200m1

10509

500g

10kg

700ml

500m1

2009

500g

1000g

4009

200･9

60～4009

″
〃
入
〃
〃

缶 り

瓶入り

袋入り

〃

〃

缶入り

缶入り

〃

箱入り

瓶入り

〃

〃

缶入り

瓶入り

袋入り

瓶入り

〃

缶入り

18.00～35.00

21．00

8.00

8.75

23.30

12.50

30.00

11.50～13.40

9.70～10.40

10.00

21.50

41.00

12.00

″
〃
・
入
〃

箱 り

6．55

2.00～7．00

（1984.10.27デリ－、スーパーパザール調べ：岩崎洋）
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－1983年

6月10日

6月13日

7月7日

7月8日

7月8日

8月4日

8月26日～

27日

12月2日

12月8日

12月14日

12月19日

12月20日

12月21日

－1984年

1月7日～

8日

1月13日

1月28日～

2月5日

2月13日

2月27日

3月5日

隊務日誌及び行動概要

カシミール・トラベル社のSoG・Rigzin氏より、「インド政府がヌブラ谷のオープンを真剣

に検討しているので、若し、オープンされた際は当社がヌブラ谷のトレッキングやサセル

・カンリ登山のアレンジを致しましょう。」との手紙を頂く。

カシミール・トラベル社へ電報を打ち、ヌブラ谷への入域許可の見通しについて問い合す。

IMF幹事のジョギンダール・シン氏へ、ヌブラ谷オープンの情報についての確認と、19

83年9月又は1984年にヌブラ谷のトレッキングとサセル・カンリの偵察を行いたい旨の手

紙を送付。

IMF総裁のH､C･サリーン氏へ、IMF25周年記念式典の御祝いと出席の返事に併せてサ

セル・カンリ登山の許可見通しについて再打診をした。

カシミール・トラベル社へ、「ヌブラ谷までのトレッキングでも許可の可能性があるなら

今秋トレッキング隊を派遣する用意がある。」との手紙を送付。

IMFより、サセル・カンリは未解禁峰なので登山許可は出せない。又、ヌブラ谷のトレ

ッキングもインナー・ラインのエリアにつき入域することは出来ない。との連絡有り。

IMF25周年記念式典に稲田専務理事、角田常務理事、沖会員が出席してインドの関係

者と懇親。サセル・カンリ及びヌブラ谷のオープン見通しについて情報収集を行う。

来日されたIMF副総裁のN､S､コーリー氏と東京で稲田、尾形が会談。サセル・カンリの

登山許可の見通しについて打診したところ、「IMFとの合同なら可能性があるので、至

急アプリケーションを送付して呉れ。」との思わぬ快諾を得た。

M.S､コーリー氏宛てに、マモストン・カンリとサセル・カンリのアプリケーションを送付。

例.s･コーリー氏宛てに、アプリケーション送付の電報を発信。

H､C・サリーン氏宛てに、マモストン・カンリとサセル・カンリのアプリケーションを提出

した旨の手紙を送る。

N,S･コーリー氏宛てに、マモストン・カンリとサセル・カンリヘのこれまでの経緯を連絡。

ジョギンダール・シン氏宛てに、アプリケーション提出の件を連絡。

第5回インド・ヒマラヤ会譲が東京で開催。席上、ケスト・スピーカーとして来日された

N,S･コーリー氏より、「今年、IMFはHAJと合同でマモストン・カンリに登山隊を派

遣する。」と発表された。”

N,S･コーリー氏より、合同隊の日本側のメンバー・リスト、アプローチ・ルートを明示し

た地図、装備リスト等を至急送れとのテレックス有り。

稲田専務理事、インド、ネパールを訪問◎インドにてIMF関係者らと合同隊についてネ

ゴシェーションを行う。

N,S､コーリー氏宛てに、稲田訪印時の打ち合せ事項に関する手紙を出す。一応､この時点

でメイン．ターゲットをマモストン・カンリに絞り、サセル・カンリ1V峰の方はペンディ

ングとする｡（当初は、2山の登山申請をしていた｡)

IMF宛てに、マモストン.カンリのファイナル・アプリケーションを送付。

IMFから、カラコルム合同隊は1隊1山にしてほしい旨の連絡が有り、サセル・カンリ
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1V峰の方は諦めざるを得なくなる。

N.S・コーリー氏とIMFのN､C.モトワニ氏宛てに、インド側リーダー及びメンバーの件と

ピザの件についてプッシュする。

シカール・トラベル社のS･クマール氏宛てに、合同隊のアレンジメントについて連絡。

S,クマール氏より、合同隊のアレンジメントは全てインド側リーダーのB､S,サンドウーが

行う。との連絡有り。

合同隊のインド側隊長のB,S,サンドウーより、合同隊の条件及びインド側の要望事項につ

いての連絡有りo

IMFへ電話でピザの件について問い合す。

マウンテン・トラベル社に航空便をブッキングする。

IMFから、弘前大学のリモ登山隊についての問い合わせ有り「リモの山域はインドの支

配権下にあるエリアであり、その地域へパキスタン政府の許可で入山することは甚だ遺憾

である」と云ったクレームであった。

上記問い合わせに対して、弘前大学のリモ隊は、パキスタン政府から不許可になった旨を

返信する。

IMFとB､S・サンドウー宛てに、4/13付手紙の返信を送る。

8．S･サンドゥー宛てに、ICI石井のカタログを送付。

マモストン・カンリ隊打ち合せ。

角田不二隊員、ナンガパルバットヘ向けて出発。

近喰司氏の御協力を得てK2隊と一緒にスノー。パー作製(尾形、吉田）

シカール・トラベル社宛てに、隊員出発と隊荷の発送についてのテレックスを打つ。

N､S,コーリー氏宛てに、インド側隊員の個人装備の問い合わせと日本側隊員の出発と隊荷

の発送についてのテレックスを打つ。

鈴木雄一氏宅の倉庫より集荷した隊荷をHAJルームへ搬送。

外務省情報文化局及び在印日本大使館へ便宜供与関係書類を送付。

シカール・トラベル社のS.クマール氏へ、インド側の準備状況を問い合すテレックスを打

ったところ「マモストン・カンリの許可絶望」の返電が来るO

N.S・コーリー氏より、「隊員の出発及び隊荷の発送を待て」のテレックスが入る。

N,S,コーリー氏より、「マモストン・カンリ合同隊の許可0．K」のテレックスが入り、

再びゴー・サインが出された。

N､S・コーリー氏来日。合同隊の細目について打ち合わせを行う。

前日に引き続き例.S､コーリー氏と打ち合わせ｡(帝国ホテル、午前9時～11時）

在日インド大使館へビザ､申請。

岡.s､コーリー氏離日。尾形成田へ見送り。

在日インド大使館よりピザをピック・アップ。

マモストン・カンリ登山隊の壮行会を高田馬場の居酒屋で開催。

ﾊ1-315便にて山田昇隊員出発。山田隊員はカトマンズ経由で現地入りする。

AI-301便にて吉田憲司隊員出発。

日通航空貨物へ隊荷を引き渡す。

日通航空貨物より隊荷アナカン輸送のB/Lを受けとり、この日「ヒマラヤ登山観光会議」へ

出席のためインドへ出発する阿部淳理事にこのB/L廷託す。

3月31日

4月3日

4月13日

4月27日

5月5日

5月7日

5月10日

5月14日

5月18日

6月10日

6月18日

6月20日

日
日
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２
２
月
月
６
６

6月28日

7月4日

7月8日

7月9日
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7月11日

7月13日

日
日
日
日

４
５
６
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１
１
１
１

月
月
月
月

７
７
７
７
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月
月
月
月
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７
７
７
７
７
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国内の関係先へ出発の挨拶状発送。

スリナガールで開催された「第2回ヒマラヤ登山観光会議」へ阿部、吉田の2名出席。

参会者にIMFとHAJの合同隊がマモストン・カンリヘ挑むことが発表されろ。

隊員として参加の予定であった角田君らのナンガパルパット遭難事故の第一報が入るC

AI-315便にて本隊の尾形、新郷、岩崎の3名出発。

IMF関係者との打ち合わせ。インド側隊員との顔合わせ及びミーティング。

日本大使館、シカール・トラベル社への挨拶。

隊荷をトラックでレーに向けて送り出す。（ナンドウ、ラジブが同乗）

IMFで日印合同隊の記者会見及びティー・パーティ開催･

本隊(サンドウ隊長ら9名)、IC-423便にてデリーからスリナガールに向かう。

スリナガールでは、アーミー・キャンプで日印合同隊のレセプションが開催される｡

本隊の9名、IC-429便にてスリナガールからレーに向かう。

レー王宮、ツェモ・ゴンパ見学。

レーの夏のフェステバル開催される。

後発のラッタン・シン、空路レーに到着。陸路トラックで搬送した隊荷、レー到着｡、

スピトック・ゴンパ、ポロ競技の見物。

1.T.B.Pのソナム・パルジョール氏より、「チャン・パーティ」の招待を受ける｡

ヘミス・ゴンパ見学｡Hejor，リンチン氏より、ディナー・パーティの招待を受けろ。

レーを出発。カルドン。ラ(5,486m)を越えてヌブラ谷のスムレヘ。

スムレのサンタンリン・ゴンパを見学した後、サゾマヘ。

サ､ノマよりB､S.サンドゥー家と吉田、ラジブの第一陣がキャラバン開始。

サゾマより山田､新郷､マハビール、ラッタンの第二陣がキャラバン開始。
B､S･サンドウ・ファミリー、サソマヘ戻る。第一陣はBC着。

サ､ノマより尾形、岩崎、ドクター、ナンドゥ、ダスの第三陣がキャラバン開始。

吉田、ラジブはA･BCの偵察。第二陣はBC着。

サゾマより最後の隊荷と一緒にチョーハンがキャラバン開始。

A・BC(4,900m)への荷上げ開始。

B､S,サンドウ、吉田、新郷、ラジブの4名、サセル・ラを往復。第三陣はBC着。

全隊荷BCに集結oBCでは安全登山を祈願する儀式を開催。

A･BCへの荷上げとマモストン氷河の偵察。

A･BCを建設し、山田、吉田、マハピール、ラジブ、ラッタンの5名が入る。

C1(5,600m)建設。山田、吉田、マハビール、ラジプの4名が入る。

C1のルートエ作隊は、「希望のコル」を越えタンマン氷河へ入る。

C1のルートエ作隊は、6,100mのC2予定地までのルートエ作を完了。

前日C1入りした尾形、新郷、岩崎、チヨーハン、ラッタンはC2(6,100m)を建設。
尾形、新郷、ラッタンの3名、C2入り。

C2のルートエ作隊は、北東稜上6,750mのC3予定地までのルートエ作を完了。

C2のルートエ作隊と岩崎、ナンドウの5名でC3(6,750m)を建設。

岩崎、ナンドウ、マハピールは、C3入り。

C3のルートエ作隊と、この日C2からC3への荷上げに登った山田、吉田はC3上割

北東稜上に500mのフィックス・ロープを施してC2へ下る。

8月2日

日
日
日
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月
月
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日
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日
日
日
日
日
日
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１
１
１
２
２
２
２
２
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２
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月
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月
月
月
月
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８
８
８
８
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全員アタック前の休養のためにA･BCへ下る。

この日、ポニーのアレンジやメール・ランナー役をやってくれてたセンチンがBCの下の急

流で事故死したとの連絡を受けろ。

B,soサンドウよりアタック・メンバーが発表される。

第一次隊(山田、吉田、岩崎、チ園一ハン、ダス、ラジプ)アタックに向けてC1へ入る。

第一次隊、C2へ移動。

第二次隊(尾形、新郷、サンドウ、ナンドウ、ラッタン、マハピール)アタックに向けてC

lに入る。

第一次隊、C2で気象停滞。第二次隊、C2へ移動。

第一次、二次隊共全員A・BCへ下る。

第一次隊、再度アタックに向けて一気にC2へ入る。但し、岩崎はC1泊り。

第一次隊、C3へ移動。

第二次隊も再度アタックに向けて一気にC2へ入る。岩崎もC2へ移動。

第一次隊は午前4時30分にC3を出発し、10時20分にマモストン・カンリの初登頂に成功

した。登頂後はC3へ無事帰幕し、そのままC2まで下る。第二次隊はC3へ移動。

悪天のため第二次隊は、C3で停滞。

天候回復を待って第二次隊は、午前7時にC3を出発し、12時57分にマモストン・カンリ

の登頂に成功した。尚、二次隊のサンドウとナンドウの2名は途中で断念してC3に戻る。

前日登頂を断念したサンドウとナンドウは、午前4時40分にC3を出発し、12時40分にマ

モストン・カンリの登頂に成功した。

全員A･BCへ下山。

A・BCを撤収してBCへ下山。

帰路キャラバンの第一陣、下山開始。

BC撤収。帰路キャラバン開始。この日はウムロンのアーミー・シェルター泊り。
全隊員及び全隊荷、サゾマ帰着◎

サソマからトラックでレーに戻る・

レー滞在。ラダーク地区のゼネラル、S､K･シャルマ氏より、ティー。パーティの招待を受
ける。

隊荷を積んだアーミー・トラックがレーを出発。ナンドウ、マハビール、ラジブが同乗◎

山田、ダス、ラッタンの3名、バスでスリナガールヘ向かう。ドクターのランジットは空

路ダイレクトにデリーへ戻る。

尾形、新郷、吉田、岩崎、サンドゥ、チョーハンの6名は空路スリナガールヘ向かう。

隊荷を積んだアーミー・トラック、スリナガール着。スリナガールで民間のトラックに積

み変え、夜デリーに向けて出発。ダスとラッタンが同乗。

スリナガール地区のゼネラル、P.N・フーン氏より、ティー・パーティに招待を受ける。

ティー・パーティの後、IC-428便でデリーへ向かう。

隊荷、デリー到着。隊荷の整理及びデポ品の整理。

日本大使館、シカール・トラベル社への挨拶。日印合同隊の記者会見(国防省会見室）

マハマト・ガンジー生誕記念日◎日本側主催のディナー・パーティ開催。（ジャンパス・ホ

テル）

HAJデポ品をシカール社の倉庫へ搬送。ヒマラヤン・クラブでのマモストン・カンリ報告会

8月31日
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9月28日

9月29日

9月30日

10月1日

10月2日

10月3日
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10月4日

10月5日

10月6日

10月13日

10月14日

夜、IMF主催のディナー・パーティ開催(IMF)。

ダッサラ祭の休日。I､T.B.Pのフカム・シン氏より、ランチ・パーティの招待を受ける。

ダッサラ祭の見物の後、夜はマーキュリー・トラベル社よりディナー・パーティーの招待

(オベロイ・コンチネンタル・ホテル）

日本側登山隊、現地解散。

AI-306便にて尾形、新郷の2名帰国の途に。

尾形、新郷帰国。

AI-308便にて吉田、帰国の途に。

吉田、帰国。

※山田昇隊員は、遠征終了後、カトマンズに戻り群馬県山岳連盟の冬期アンナプルナI峰登山隊に参

加し、1985年2月中旬に帰国。

※岩崎洋隊員は、遠征終了後、インド、ネパール放浪の旅へ出かけ各地を転々とする｡1985年6月現

在、未だ帰国せず。

－57－



MOUNTAINOFTHOUSANDDEVILS
諄

一工r割り○一J△PaBJESEJCIBJ'rlKへ正乏へ正紅oRI-JMEXP_-

1984

MaMOS江､○NGIEaNGEI〔アシ516xxx>

(ByYOSHIOOGATA)

PRCI－"oG

ManymountainsstandsrisingintheKarakorumRangeindistrictofLadakhof

Jammu&KashmirStateinINDIA,andarethehigherofgroupsuchRimoMuztagh
andSaserMuztaghasgroupofalmostequallyhighpeakswhichformthesouth-

easternextensionofKarakorumbetweentheShyokandtheNubrarivers,and
theseareaareatreasure-houseofvirginpeaks.

RimoMuztaghandSaserMuztaghhadclassifiedintosmallgroupsbyreportsof
KarakorumConferencel930, RimoMuztaghisincludeofSouthTeron

Group,SherkarGroupandKumdanGroup・SaSerMuztaghiSincludeOfSaSer

Group,ChhushkunGroup,ShuupaKanchangGroup,ArganglasGroup,Kunzang
GroupandShyokGroup.

MamostongKangriissituatedintheKumdanGroupandisahighestpeakof

theGroupinthisareaandstandsalonerisinginaSinglemassto7,516mat
longitude77degrees35'and35degreesO8!latitude.Mountainissituatedabout

20kmofftheLeh-YarkandCentralAsianTradeRoute.

ThenameofthemountainisderivedfromaYarkandilegend.Thelegendsays
thatapartyoftradersonceperishedtherelookingforanalternativeroutetothe

nearbydifficultSaserLa.Sincethenthemountainhasbeenknownatthemountain
of''ThousandDevils，Pe

MamostongKangri(7,516m)hasthreelongglaciersleadoffthemountain．To

thesouthistheMamostongGlacier(16km)drainingintoTulumPuttiTopkoand

laterintotheNubraRiver.TotheeastistheThangmanGlacier(20km).Andto

theNorth-WestisthelongChongKumdanGlacier・Theseglaciersdrainintothe

ShyokRiver.Infact,itwastheChongKumdanGlacierthathaddammedthe

ShyokRiverandhadcausedthedevastatingdamburstOfl926andl929．(*1)
NowtheShyokhascutitselfatunnelundertheglacier.
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MamostongKangrihadsurveyedinaboutl860andinitiallylabelledK-32by

thesurveyoflndia.

TheearlierapproachtotheMamostongweremadeinl907byArtherNeve

andD.A.Oliver･TheyhadexploredtoMamostongGlacier・M.L・A.Gomperzalso

exploredtoMamostongGlacierinl928.

Afterthat,ThemountainkeptsilenceinalongtimeandIndianArmyteam

ledbyLt-Col.PremChandattemptonthemountainin1969.

Overtenyearsearlierwehadexpresseddeepinterestinsomepeaksinthe

EasternKarakorumstothe1．M.F.Afteryearsoffruite-1essattemptstoget

permission,wefinallyapproachedCaptainM.S.Kohli,vice-presidentofthe

IndianMountaineeringFoundatiOnandaSkedfOrhiSassistance.HetolduSthatif

itwasajointclimbwiththel．MF.therewasachanceofpermissionbeing

secured.So,afteradecadeofwaiting,thenewsthattherewouldbeajoint

Indian-JapanexpeditiontoMamostongKangriwasannouncedbyMr.Kholiatthe

annualH.A､J・''IndianHimalayaMeeting，'.Althoughwehadstrongly

coIIsideredclimbingSaserKangri,whenpermissionforMamostongKangri

materializedwedecidedtogoforitasitwashigherandasyetunclimbed・Our

departurewasdelayedhowever,bytheunfortunatepOliticalunrestinlndiaatthe

time.

WehadbeeninterestedinSaserKangriforalongtimeandhadcompileda

considerableamountofinformationaboutthearea.AstoMamostongKangri

however,wewerealmosttotallyinthedarkasmapsandpicturesvirtuallynon-

existent・TheonlyphotographavailableshowedMamostongKangriasasmall

whitebumpinahugerange.Theonlymapsavailablewerethoseofthe

U.S.ArmyCorpsofEngineers・AtfirstwehadplanedonclimbingtheN.E.ridge

bywayofChongKumdanGlacier.Thereasonforthiswasit'scIoseproximitythe

ancient!'CentralAsiaTradeRoute,orSkeletonTrail，'.Thedaywearrivedin

Delhi,wewereabletolookatthemoredetailedmapsoftheIndianArmyand

foundthatourchosenroutewastoodangerous・Wechangedplansthatveryday

anddecidedtogofromMamostongGlacieronthesouthsidewithal3members

team.

APP丘○全く二丑丑

Onl4&15thJuly,YamadaandYoshidaleftforDelhiearlytomakepreparations.

TheJapanesemainpartyof3members,havingleftTokyoon28thJuly,arrived
inDelhionnextafternoon.
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WesendallourluggageesfromDelhitoLehintheLadakhbyautotruckonlst

AugUst・Nextday,TheclimbingteamleftforSrinagarbyair.

WehadreceivedawarmreceptionbyLt.GeneralP.N.Hoon,whowasa

commandingofficerofthellldianArmyStationarytroopsinSrinagar.

On3rdAug.weleftSrinagarfOrLehbyair・Wehadenjoyedamountainflightol

theveryshortflight,

LehhadforagesbeenameetingplaceofcaravansfromYarkand,Tibet,

KashmirandKulu・Inthemoderncontext,thephenomenonhasbeenextendedto

ameetingofculturesfromtheWestandtheEast.Itremainstobeseenhowthe

Ladakhisabsorbthisrecentexposure.

Lehitselfbearssignsofthepastandscarsofthepresent・Oneisstruckby

thebarren-ness,brownyetcolorful.Onecanseethemixtureofcultures=

BuddhistandMuslim.

WestayedtheLehjustatthetimeheldaSummerFestivalthatwehadenjoyeda

wonderfulfestival.WestayedinLehforoneweek,hire-lingportersandwaiting

forarrivingequipments.AttheLehwasdifficulttohiredofportersincomparison

withotherplaceofHimalaya,butwecouldhirel4Nepaliporters．Wehad

receivedveryassistancebyMajorRinchenoftheLadakhScoutsinpreparationfor
ourdepartureatLeh.

OnlOthAug.WeleftfortheNubraValleyin3Armytrucksandljeep.After

ridingabout2,000monaprecarious,windingroadwearrivedatKhardungLa.
At5,486m,itisthehighestpassthatcrossedbyautotruckintheworld・Westill

couldn'tseeMamostongKangri・Thenorthernsidewascoveredwithiceandat

onepointtheroadcutthroughahangingglacier，ThenwedrOvealOngariVertO

theShyOkriver．WemettheShyokriveratKhalsarandaheadcrossedthe

bridgetolandupatSumur.WestayedatSumurvillageattheentranceofNubra

valley・Nubravalleymeans､'Greenvalley1'inLadakh.Ladakhisdeclarethatthe

Nubravalleyisthemostbeautifulareawiththick!'forests!',butwelookedfor

theseforeststillsomeonepointedoutagrowthofshrubs,aboutafoothigh,a
quarterofamileaway.

OnllthAug・WewenttotheGompaatSumurinthemorning・TheseGompawas

worthavisit．ThenwetraveledalOngtheNubravalley・Wewentthrough
PanamikvillageontoSasoma.

FromSasomatothenorthlaytheSiachenglacierdrainedbytheNubrariver.

TotheeastwoundupthatfamousCentralAsiaTradeRoute,orthe!'Skeleton

Trail'',toSaserLaandKarakorumPass.

WecampedriversideoftheNubrariver.
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FromAugustl2thtol4thweroadinacaravanfromSasomatoBaseCamp.

TheTrumputiriverisadeepandnarrowgorgeattheentrance.Thereforethe

Leh=YarkandCentralAsiaTradeRoutepassedtheextremelysteeponthewan・

ThefirstdayinvolvedthesteepascenttoTrumputiLa,afterwhichwewentalong

theTrumputiriverandaswearrivedattheJhingmoche.Thenextdaywe

marchedalongtheTrumputiriverwithcrossedtwosmallriver,andaswecamped

atajustthissideoftheSkyamPoche.Heretoo,atamoderatedistance,wehad

ourfirstsightoftheMamostongKangri.

WesetupaBaseCampattheentranceoftheMamostongGlacierattheheigh

of4,600m.situatedonamoraineoppositeoftheSkyampoche.

FromSkyampochetotheeastwoundupthatCentralAsiaTradeRoute,to

SaserLaandKarakorumPassviaUpperShyokRiver.

Onl7thAugust,Co1.Sandhu,Yoshida,ShingoandRajivwenttotheSaser

Pass(5,395m).The4manscouldstandonthePaSsatl5:15,theytookabout

sevenhoursfromourBaseCamp.

Onl8thAugust,WeandallofourluggagearrivedatBaseCamp.

CI－"XwIBINGSIJMMa屋Y

ThescoutingteamdecidedontheplacefortheAdvanceBaseCamp(A.BC)．It

wasat4,900mbyabeautifulmorainelake｡InordertoreachitfromB.C.,we

wouldhavetogoonthesidemorainebesideMamostongGlacier,acrossasmaller

glacier.

Onl9thAug.Webeganclimbing、8teammembersincludingOgatawentto

A.BCtobringupequipment・ThentheyclimbedMamostongGlaciertoscoutfor

thenextcampsite.Theretheywereabletoseethemagnificentviewsofthe

SouthfaceofMamostongKangrigreetedthem.

On20thAug、5teammembersYamada,Yoshida,Mahavir,Rajiv,Rattan

andtwohighporterswenttoA・BCtomakecamp.

On21thAug・Camplwasmadeby7memberswhocametoA.BCsincethe

daybefore.Yamada,Yoshida,MahavirandRajivstayedthe--m宮rtthere.The

rOuteA・BCtoCampllayonthemoraineofMamostongGlacier。Afterawhile

MamostongGlacierbecamesteepthencurvedtotheright,Campl5,600mhigh

wasatthecndofMamostongGlacier,15minutesfromthesouthfaceof

MamostongKangri.

On22ndAug.4teammembers,Yamada,Yoshida,MahavirandRajivleft
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CampltomakeCamp2．AlthOughwehadworriedaboutcroSSingtheridge

dividingMamostongandThamgmanGlacierthroughthecol(5,885m).Wenamed

thecol，'HopeCol"・Fromtherewewalkedoutontotheglaciertolookfora

suitablesiteforCamp2beforereturninghome.

On23rdAug.4membersteamledbyYamadawenttofixthesiteforCamp2

andimprovetheroute.Camp2wasattheheighof6,100m.

On25thAug.5teammembersOgata,Shingo,Iwasaki,ChauhanandRattan

cametoCampltoreplacetheYamadateam,Theywenttobringluggageesand
improvetheroute.

On26thAug.Ogata,ShingoandRattanmadeCamp2andremainedthere.

On27thAug.ThesameteamleftCamp2earlyinthemorning,andfinished

theroute-makingworkontheCamp3.TherouteuptoCamp3wentonlengthy
snowfield,withnotechnicaldifficulty.TheyreachedtheNorth-Eastridgeand
decideditwouldbeagoodplaceforCamp3.

Ontheotherhand,wemetaccidentsadtosayontheday.Duringapproach

theteamhadtocrossSwollenGlacierstreamsandtheexpeditionmail-runner,
Synchenwasunfortunatelydrownedon27thAug・whilecrossingoneofthe
StreamS･HedidassistanceforourapproachmarchatSumurandSasoma.

On28thAug・IwasakiandNandlaljoinedtheOgatateamtohelpmakeCamp
3．AftermakingCamp3,Ogata,ShingoandRattanwentdowntoCampl.
On29thAug.Iwasaki,NandlalandMahaVirleftCamp2forCamp3.

On30thAug.YamadaandYoshidajoinedthethreememberstomakearoute

ontheNorth-Eastridge,andropewerefixedabout500m・Attheendoftheday
allofthemwentdowntoCamp2.

△てr五､△C正く

On31stAug.EveryonegatheredatA.BCtorestbeforeattackingthesummit.

Butbecauseofbadweatherconditions,theattackhadtobepostponed.Afterthe

badweatherofnextday,ThesummitassultteamstartedoutfromA,BCon5th

September．ThefirStattackteam,Yamada,Yoshida,Iwasaki,Chauhan,Das
andRajivleftforCampl.

On6thSep.ThefirstteammovedtoCamp2,aSthesecondattackteamleft
forCamplfromA･BC.

On7thSep.Becauseofbadweather,thefirstandsecondteambothstayedat
Camp2．Thefollowingday'sweatherwasalsounfavorableandbothteam
returnedtoA.BC.

AfterthreedayIsrest,Theweatherhadimprovedsomewhatandwefeltwe
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hadtotaketheopportunitytoclimbbeforeitvanished.Thefirstattackteam

wentdirectlyfrOmA・BCtoCamp2withthesamemembersexceptlwasakiIt

tookabout5hours.

Onl2thSep・Withgreateffortthefirstteamwadedthroughchest-highsnow

whilepullingupthefixedropesonthesaytoCamp3・AfterarrivingatCamp3,

YamadaandRajivwenttoimprovetherouteaboveCamp3・Theotherssetup

anothertentinpreparationforthenextdayssummitattempt.Thesecondteam

comprisedofCo1・Sandhu,Ogata,Shingo,Nandlal,RattanandMahavirjoined

IwasakiatCamplandproceedtoCamp2｡

Onl3thSep.ThefirstteamleftCamp3at4:30A.M.At8:00A.Mthey

reachedatthelastofthefixedropes・Theythenclimbedwhilefixingropesuntil

theyreachedthe7,200mshoulderofMamostongKangri、Fromtheretheridge

likesnowfieldbecamenarrowandsteep・TheChongKumdanG1・sideoftheridge

isasheerverticaldropandallowsnomistake･WereaChedWhatWehadthOUght

wasthesummit．Theactualsummit,however,wasfartheraheadacrossan

extremelynarrowridge・Becauseofit'ssteep-ness,weavoidedtheChongKumdan

side.Thethirdsnowpeakalongtheridgewastherealsummit・ItwaSachieved

byYamada,RajivandYoshidaafter6hoursofworkfromCamp3oTheyhadan

excellent360viewofthearea・Soonafter,ChauhanandDasreachedthesummit.

Thenall5membersdescendedtoCamp2.

Onl4thSep．Atmidnight,thesecondteamsensedthattheday'sweather

wouldbeunfavorable.Preparationswerefinishedby2:30A.M.butbythenit

wasobviousthatweatherconditionshaddeterioratedevenfurtherandthesecOnd

teamwasforcedtogiveupforthetoday.

Onl5thSep・Theweatherhadimprovedsothesecondteamsetoutforthe

summitat7:00A・Minastrongwind.Ogata,Shingo,Mahavir,Rattanand

Iwasakiachievedthesummitatl:00P.MinspiteofthebadweathercOnditions

andstrongwind.Col・SandhuandNandlalgaveupenroute.

Onl6thSep.Theseniormemberswhohadgivenupyesterdaymadea

successfulascenttoday，TheyleftCamp3at4:40A.Mandarrivedatthesummit

8hourslater。Allmembersoftheclimbersteamhadreachedthesummitof

ThousandDevifs.

Onl7thSep.A11membersgatheredsafelyatA｡BC.

Onl9thSep・EveryonehelpedtakedownA.BCandleftforB.Cwithfullpacks.

ThepartyreturnedtoSasomaon22thSep.
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Thevirginpeakmorethan7,500mwereveryfewnowadaysoftheearth,Now

isthetimeforthehighervirginpeaksotospeak，'TheShiningMountainsofthe

last''forthatreason.Wewereabletofirstascenta7,500mvirginpeakatsuch

atime,andwewereveryhappytoclimbwithmountaineersoflndian.

WewouldliketoextendourthankstothelndianArmythatwewerefortunate

enoughtoreceivealotofsupport.

WeleftapreciousfootprintsintheonepageofthehistoryofEastern

Karakorum.ItmaybesaidinthisconnectionthatweenteredtoNubraand

ShyokRiverareafromlndiansideforJapanese,after75yearsabsenceindeed.

Wehadhopedthatthisclimbwillcontributetothegraduallooseningof

restrictionstothisareaforalongtime.But,ThelMFannouncedahappynews

whichhaverecentlybeenopenedl6peaksintheKarakorumareabythf

Governmentoflndianformountaineeringexpeditionon6thFeb・1985｡

(*1:HimalayanJoUrnalVollp4byF.Ludlow,Vol2p35byJ.P・Gunn)q』

SI-JLI亜矼へRYar,JDOI－J"rl_"INE

Nameoftheteam:Indo-JapaneseJointKarakorumExpeditionl984.

Sponsor:IndianMountaineeringFoundation(IMF)

TheHimalayanAssociationofJapan(HAJ)

Periodoftheexpedition:FromAugusttoSeptember,1984.
Expeditionmembers:

-JapaneseMembers-

Leader:YoshioOgata(36)．Members:NoboruYamada(34),NobuhiroShingo(41),
KenjiYoshida(31),HiroshiIwasaki(24).

-IndianMembers-

Leader:Col.BalwantS.Sandhu(48).Doctor:RanjitKumar(38).Members:

NandlalPurohit(42),H.C.Chauhan(33),ParashMoniDas(33),Rattan

Singh(31),MahavirThakur(27),RajeevSharma(29).

－64－



皿賓米斗

登華行動表

隊員別行動表

インド・ヒマラヤ解禁峰一覧

新聞スクラップ





登筆行動表

DIAGRAMOFACTION

、B・C4,60()m

A・BC

4,900m

Camp2
且

6,100m

Caml)1

5,600nl

Camp3
6,750m

０
ｔ
、

．
１
く
り

Ⅲ
１
Ⅲ
５
Ⅲ
タ
Ｓ
７

8／

/i
K・S

Ｒ
〕

1ノミ
L‐ノ

←－－-一一
C、Y､N、R･M

Hp3

】
一

C､N・K・SSaSerPassI

O･Y.M･R･Hp3

17

二二二二コ

18

DReSt:

AllMenlbers

Y、K,P.R，D.M.S一一つ0
19

N，I】

0．N．I．H､、．

Y、K、R･M・S

H1)1~一一一リ島20

／

、

0．N．I．H,、 Hpl

Y.K，M.S

R･Hpl

／

21
〆

）
、

7~-_)Y.
＜‐~~‐~‐‐

0．N．I．H､R、，。

K､M･S

Hp3
22

専一二J
C･P･Dr′

－~一一一一、
_ゴ C･P.、、III)3

）
く

〆

23

Y､K・M・S

Hp2洲0．N.I．H､R

｣Y.K.M.S

●

、
（
恥
じ

24

1

－67－
、



、
、
、

A・BC

4,900m

Canlpl

5,600m

Canlp2
69100m

Camp3
6,750m

Sumnlit

7,516nl

B・C

4,600m

’
0．N．I．H、R， Hp225 、

P・Hp]

0．N･Rﾉ

C、、
、

ノ

26

Hp3、

H

） 0．N.R
、巧

色ノ 廷

1．P

C。D・Hp3

ノ

M可

）

0．N．R

I･P】28

C･D．M

Hp3
Y､K､H･S

1．P･M

C.1)墨29

Y,K、Ⅱ．S

0．N．R・I1D2、

-a1.P.M

－－－)Y.K･H． 930

C.D

Y､K・I･P.1{･M S、

Dr.R

31

茨
C
／

R’

2 ／

９
●ReSt:

AllMembers

－68－
ク



、B・Cl,600n1 A・BC

4,900nl

Camp2
6，100m

Campl
5,600m

Camp3
6，750m

Sunmlit

7,516nl

Ｂ
4

DReSt:

AllMembers

5 Y､K、1．H､D,Sノ

‐.__等

Y､K、1．H･、、Sノ

6

0．N.C･P．R･M

Ｓ
Ｍ
●
ｏ

Ｊ
ｆ
ｌ
ｌ
●
。

●
●
両
Ｈ
皿
［
Ｆ
里

②
●

ｙ
ｌ
Ｃ

ｎ
ｕ
●
○

ｔ
Ｋ
Ｎ

Ｓ
。
。
Ｙ
Ｏ

●

７

Ｓ
Ｍ
。
■

Ｄ
Ｒ
■
■

Ｈ
Ｐ
■
Ｄ

Ｉ
Ｃ
■
Ｄ

Ｋ
Ｎ
Ｄ
ｅ

Ｙ
Ｏ8 、

C・Dr・II･Hp3９

10 H〆

Y､K､H､、、Sノ

11
、

Iノ

C・Dr

YoK.H，D・S

1

0．N．C･P｡R･M

12
甦

H1)1

－~~~－_、

J Y,K､H.D．S

M

||"

13

().N.I．C、P.R，

’ 1

－69－



、B'C4，6001Ⅱ

A・BC

4,900m

Campl
5,600m

Ca町)2
6,100m

Canlp3
6,750m

十
』
Ⅲ

，
１
〔
ｂ

Ⅲ
今
１

Ⅲ
５

Ⅱ
一
，

。
Ｊ
弓
Ｉ

グ

Stay:
●0．N、1°C．P･R●H、S

Y.K･D

､M14

0．N．I．R・N〕

●S

H

15

C・P

R､M

0．N．I

16

S、

C･P．R･M17
－

18
●Rest:

AllMenlberS

AllMembers19

20
DRest:

AllMemberS

21
Rest:

llMenlberSド
H:H･CChouhan

D:P・MDas

R:RattanSingh

M:MahavirThakur

S:Ra.ieevSharnla

IIp:HightPorter

HIGNumberofHightPorter

0:YoshioOgata
Y:NoboruYanlada

N:NobuhiroShingo

K:KenjiYoshida
I:Hiroshilwasaki

C:Col．RalwantS･Sandhll

Dr:RaniitKunlar

P:Nan(llalPurohit

－70－



一YOSHIOOGATA－

ｆ
』
Ⅲ

●
１
“
ｂ

Ⅲ
１

Ⅲ
－
３

伽
ｕ
り

ぐ
〕
ウ
ー

Camp3

6，750m

２
ⅢＯ
ｐ
０

１
１
１

ａ
旧
Ｃ
６

|， ’ ’’
ll

1〃Canlpl

5，600m

IA・I孔

4，900m

|‘%0:．
19/i23456DatP

ヨ

’

－NOBORUY/ⅧADA－

↑
》
Ⅱ

●
１
６

Ⅱ
訂
１

剛
Ｆ
Ｄ

Ⅷ
ｕ
？

（
、
』
［
ノ
ー

IIICanip3

6，750，1

／｜’||’Camp2

6，100m
’

ハ ハ II１
１
ｎＯ

ｐ
Ｏ
Ⅲ
６
ａ
ｑ
Ｃ
５

A・I孔

4，900m－

Ⅱ

Ｃ
Ｏ

白
ｎ
Ｗ
〉６

口
型
１４

15151718f9202122232425262728293031yi2 ２
’
２１２０２９１８１７１６

－
１５１４１３１２１１１０１９８７６５４３

’、ate

－71－



一NOBUHIROSIII一NOBUHIROSⅡINCO－

SlImnlit

7，516m

ザ

ｎ
Ｊ
Ⅲｎ〕

ｎ
ａ
Ｆ
Ｄ

Ｈ
７
ａ
９
Ｃ
６

Canlp2

6，100m

●
１
ⅢＯ

ｐ
Ｏ
Ⅲ
６

『
．
７

Ｃ
５

SaserPassA・BC

4，900m

Ｃ
伽
一
Ｇ

．
㈹
一
睡

Ｂ
，
－
１

４
－

1516171519202122232425262728293031>1234567891011121314151ol'/181920212215161715192021222324

－1<ENJIYOSHIDA－
＋
し
川

。
１
《
ｂ

川
副

Ⅱ
］
７

Ｑ
Ｊ
ワ
Ｉ

３
ⅢＯ
ｐ
５
川
７

ｍ
ａ
Ｊ

Ｃ
６

２
Ⅲ０
Ｆ
Ｏ
畑
山
Ｃ
６

Canlpl

5，600，1

A，虻

4，900，1

SaserPas

Ⅱ

Ｃ
Ｏ
、
Ｏ６

Ｔ
ｆ
９４

1516171819202122232425262728293031%23456789!0I]!21314151617181526"2
、ate

－72－



少
酎
井
守

・
や
□
て
寺

一ⅡIROSHIIWASAI<1－

ｆ
』
Ⅲ

、
１
６

，
勺
１

川
５

口
ｊ
９

Ｓ
７ ’

ｸ.皇t

ハ３
Ⅲ０
Ｐ
５
川
７

【
．
ｆ

Ｃ
６

I /’Canlp2

6，100m

II
ll

lICanipl

5，600m
ノ

A・RC

4，900m－

Ⅲ

Ｃ
０
．
０６

ｍ
価
や４

l1_a16171819_202122232425262728293031y/i23456789101112"1415_16｣7_lS｣2202124n月ナP

一CO1．MLWANT・S・SANI〕HU－

０
ｔ
Ⅲ

．
１
く
り

Ⅱ
ｌ
Ⅲ
５

１
Ｌ
９

Ｓ
７

()anlp3

6，750，1

２
Ⅲ０
Ｆ
Ｏ

Ⅱ
１
１

句
、
９

℃
６

ｊ
ｌ
今
、

ｌ
肥
Ｉ
く

川
（
ｂ

ｎ
ｕ
９

Ｃ
５

A・Ⅸ）

4，900m－

ＳＳａＰ町
Ｌ
Ｉ

Ｓａ
｜
ｌ

Ｓ
’

l

lll
II

Ｉ

Ｃ
Ｏ、６
Ｂ
，４ I II

_、ate 2232425262728293091'1234567891011121314151･6171819202122
－73－



－NANDLALPUROHIT-

ａ
ｔ
ｎ

．
１
（
ｂ

Ⅲ
１
４

Ⅲ
５

伽
ｕ
７

Ｓ
７

３
ｍＯ

〆
ｐ
５
Ⅲ
庁
Ｉ

ａ
，

ｒ
）
６ A

ICanlp2

6，100m－
ノ

’八Il
Ｉ
Ｉ
Ｊ

Canlpl

5，600m－

l/IA・BC

4，900，1－

剛

Ｃ
ＯＯ６

ｍ
，
９４

、ate l5161Z_lal9202122232425262728293031ｿ'1234567891011121314151面ﾃIF~i9202122

一HoC・CUOUIIAN-

０
ｔ
Ⅲ

●
１
６

Ⅱ
１
Ⅱ
５

１
ｌ
７
Ｓ
７

Camp3

6，750，1

Can1p2
6，100，1

１
皿Ｏ
ｐ
Ｏ
Ⅷ
６

『
．
９

Ｃ
５

A・RC

4，900m

ｌⅡ

Ｃ
Ｏ
、
０６

月
，４

15161_71_819202122232425262728293031、ate
1234567891ql_1_1213141516171819202122

－74－



－PAI巡SHM()NIDAS－

Summit

7，516，1

３
ｍＯ
ｐ
５

Ⅷ
同
ｆ

ｎ
ｑ
勺

Ｃ
６

２
川Ｏ
ｐ
Ｏ
、
ｌ
ａ
９
Ｃ
６

１
ⅢＯ
ｐ
Ｏ
Ⅲ
６

へ
口
７

戸
し
民
』

ｍ

Ｃ
Ｏ
Ｂ
０９

℃

９
Ｆ

Ａ
４

ｌⅡ

Ｃ
Ｏ
、
０６

，
口
９４

1516171819202122232425262728293031y/i23456739101112131415161718192021_"

一RATTANSINGH－

Ｄ
ｔ
ｎ

．
１
く
り

川
．
ｌ

Ⅲ
５

川
竪
７

，
，
Ｊ
毎
Ｊ

Can!p3

6，750m．

／IIワ
〕
Ⅲ１

ｍ
、
）

、
ｌ

ｎ
ｑ
９

Ｃ
６

I

I／Caml）1

5，600m

II|,IIA・BC

4，900m

I／|‘?#｡:。
3456151617181920212223242526272829_3031%2345a78910111213141516171819202122Date

－75－



一MAHAVIRTIW<UR－

SunInIit

向－●戸

／DDlbm

|'

碑

Canlp3

6，750m－

２
，０
Ｆ
Ｏ
Ⅱ
１

句
。
ｌ

Ｃ
６

１
今
ⅡＯ

ｐ
Ｏ

Ⅶ
６
．

へ
皿
７

Ｃ
５

｜

｡

A・IX）

4，900，－

Ⅲ

Ｃ
Ｏ
、
０６

，
〃
リノ

1516171819202122232425262728293031y/i234567891011121314151617181j20212、ate

－RAJEEVSHARMA－

Ｄ
ｔ
Ⅱ

●
１
６

Ⅱ
ｌ

Ⅲ
戸
ａ

ｌｌ
，
Ｓ
７

Canlp3

6，750m

(:3nlp2

6,100m

Cam1〕1

5，60(〕Ⅲ

ISaSerPass

Ｆ

に
Ｏ
Ｂ
Ｏ９９
Ａ
４

／ノ

Ⅲ

Ｃ
Ｏ
、
０
０
６
ｔ

ｎ
Ｄ
勺
（
岨

４
，
一 1516171819302122232425262728293031%234 5678910111213141516171819202122

書

－76－



－インド領カラコルムのオープン

インド・ヒマラヤ解禁峰一覧

インド登山財団(IMF)は、2月6日付で外国

登山隊に対して待望久しいインド領カラコルムの

オープンを発表した｡オープンされたのは16峰(イ

ンディラ・コルを含む）で、これらの新解禁峰は

次の3つのグループ。に分けられている。

-Aグループ－

1.サセル・カンリI(7,672m)

2．′′Ⅱ（7，513m)

3．〃Ⅲ(7495m)

-Bグループ－

4マモストン・カンリ(7,526m)

5.リモ・ピーク(7,385m)

-Cグループー

6アプサラサスI(7.245m)

7．〃Ⅱ(7,239m)

8．〃Ⅲ(7､230m)

9テラム・カンリI(7,465m)

10〃Ⅱ(7,406m)

11〃Ⅲ(7.381m)

12.シンギ・カンリ(7,202m)

13.ケントI(7,401m)

14．′′Ⅱ(7,343m)

15.インディラ・コル(5,760m)

16.シア・カンリ(7,422m)

（高度はIMF発表による）

これら発表された新解禁峰をみると1949年の

印パ停戦ラインを越えた北西地域の山々が含まれ

ており、而も、シアチェン氷河源頭域のl_l｣々がイ

ンド領カラコルムとしてオープンされたのである。

’75年の静岡大学隊によるテラム・カンリ登頂

や'76年の大阪大学隊によるアプサラサス、東北

大学隊のシンギ・カンリ、’78年の関西学生山岳

連盟OB会によるゲントⅡ、'79年の弘前大学隊

によるテラム・カンリⅢなど日本隊が輝しい足跡

を印したこれらの山々は、いずれもパキスタン側

から登られたものであるが、それが'85年になっ

てインド領カラコルムとしてオープンされると云

うのであるからややこしくなってきた。

今回の発表は諸外国の登山団体向けにインフォ

メーショされたものであるが、今のところパキス

タン側からの反論は届いてない。

但し、オーフ｡ンされたと云ってもこのエリアが

従来通り厳しいコントロール・エリアであること亨

には変りなく、人域に際しては幾つかの条件が付

与されている。

先ず、登山隊数であるがこの新解禁峰の登山許

可は、A、B、C各山群とも1年にl山群l隊づ

つ交付されるとの事。

次いで許可条件としては、次の4項目を満す必

要がある。

－登山許可条件一

1）登山隊はインドとの合同隊でなければならな

い。

2）合同隊の外国側メンバーは7名を越えない人

数とする事。

3）外国側は登山料を2，000ドル支払わなければ

ならない。

この新たにオープンされたカラコルムを含め、

現在外田奄lll者にオープンされているインド・ヒ

マラヤの全ピーク一覧を次に掲げる。
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1．ガルヮール・ヒマラヤ

山名

（ガンゴトリ地域）

Swargarohinil

S"argarohinin

UnnamedPeak

(WestofSwargarohini)

-do-

UnnamedPeak

(EastofSwargarohini)

-do-

-do-

UnnamedPeak

(NorthofBanderpunch)

Banderpunch-I

(BlackPeak-Kalanag)

Banderpunch－Ⅱ

UnnamedPeak

(WeStofBanderpunch-Ⅱ）

-do-

Srikanta

UnnamedPeak(WestofSrikanta)

UnnamedPeak

(East-SouthofSrikanta)

Rudugaira

Gangotri-I

Gangotri-Ⅱ

Gangotri-Ⅲ

Joanli

UnnamedPeak

UnnamedPeak

（ケダルガンガ谷周辺）

Jogin-Ⅱ

Jogin-I

Jogin-Ⅲ

ThaleySagar(PathingPithwara)

Bhrigupanth

UnnamedPeak

(NorthofBhrigupanth)

-do-

-do-
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０
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０
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６
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７
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．
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５
５
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Ｏ
Ｏ
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８
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０
０
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30．
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５
５

6,000m

5,944m

Fヘハハ

0，dbbm

6,044m

6,660m

6,450m

6,261m

6,602m

59′

59′

59′

()1′

02′

()2ノ

01′

02′

BhriguParbat

-do-(West)

HanumanTibba

UnnamedPeak(MeruBamak)

Meru"

MeruNorth''

MeruEast"

UnnamedPeak

（キルティ氷河周辺）

KirtiStambh

UnnamedPeak

(NorthofKirtiStambh)

-"do-

-do-

-do-

KirtiStambh-I

KirtiStambh－Ⅱ

Bhartekhunta

（ガンゴトリ氷河周辺）

Kedarnath

KedarnathDome

MahalavaParbat

UnnamedPeak

(SouthEstofKedarnath)

BurmaGupha

SumeruParbat

KharchaKund

Shivling-I

Shivling-Ⅱ

Bhagirathi-I

Bhagirathi－Ⅱ

Bhagirathi-Ⅲ

UnnamedPeak

(SouthEastofBhagirathi-

-do-

-do-
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UnnamedPeak

(SouthofVasukiParbat)
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UnnamedPeak(NorthofSa

（スワチャンド氷河周辺）

30｡49'

30｡50'
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〃
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０
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09'

10′
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30｡52'
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UnnamedPeak 6，215m

-do- 6,465m

-do- 6721m

-do- 6,684m

-do- 6,668m

（チャトラギ氷河周辺）

Chaturangi 6.304m

UnnamedPeak 6,180m

(EastofChaturangi)

SudarshanParbat 6,507m

UnnamedPeak 6002m

(SouthWestofSudarshan)

UnnamedPeak 6,166m

(SouthofSudarshan)

Thelu 6,000m

Koteshwar 6,035m

Jamunotri 5,211m

（下記の山は、ナンダ・デビィ内院の外側から登ることができる｡）
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０
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Trisul-Ⅲ
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2ヒマチャル・ヒマラヤ

（カオ・ロン山群）

T－1
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K．R－2

K.R-3

K.R-4

K．R－5
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5,805m

(UnKnown)

（′′ ）

（〃ノ1、

（〃ノ
、

6,096m

5,639.m

6,172m

5,913m

(UnKnOwn)

5,791m

(UnKnown)
／

（ 〃／）

（〃）

（〃，､

（〃 ）

(6,096m)

(UnKnown)

（〃／）

5,938m

(UnKnOwn)

(5,944m)

(UnKnOwn)

(5,996m)

(UnKnown)

5,964m

6,096m

(UnKnown)

5,944m

6,096m

6,096m

(UnKnOwn)

（〃，）

5.791m

77．27′

77｡27'

77．28′

77．27′

77．30′

77．29′

77．28′

77｡30'

77｡31'

77．31′

77｡27'

77．27′

77．26′

77．25′

77．25′

77．24′

77．24′

77．24′

77．25′

77．25′

77．25′

77．25'

77｡25'

77．24′

77．24′

77．24′

77｡25'

77．26′

77．27′

77｡28'

77．28′

77｡29'

77。29′′

77｡30'

32．24′

32｡24'

32．24′

32．25′

32．26′

32．26′

32．26′

32．29′

32．29′

32．30′

32．29ノ

32｡28'

32．24′

32．24′

3225′

32．25′

32．26′

32．26′

32．27′

32．27′

32．28′
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32｡29'

32．29′

32｡30'

32｡30'

32｡31'

32．31′

32｡31'

32．33ノ

32．33′

32．33′

32．32′

32．33′

（バラ・シグリ氷河一チャンドラ川の南一周辺）
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b
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UnnamedPeak 5，953m

UnnamedPeak 6,247m

UnnamedPeak 5,943m

SnowDome 5,947m

UnnamedPeak 5]943m

UnnamedPeak .6,035m

Pinnacle 5,029m

TigerTooth 5,947m

UnnamedPeak .6,100m

Cathedral 6,100m

（トス氷河一チャンドラ川の南からビィス川の東一周辺）

77．02′ 32．44ノ
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Ladakhi
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Friendship
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BehaliJot(South)

Menthosa
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NorthPeak

Gangstang

UnnamedPeak

UnnamedPeak

UnnamedPeak
〃

UnnamedPeak

SentinalPeak

UnnamedPeak

（チェナブ川の南域）‐

TentPeak

UnnamedPeak

UnnamedPeak

UnnamedPeak

AliasJot

SanakdenkJot

LaluniJot

FlutedPeak

UnnamedPeak

UnnamedPeak

3．カシミール・ヒマラヤ

（ザンスカール地域）

Nun

Kun

Pinnacle

WhiteNeedle

Bobang

Z－2

Z－3

Z－1

Z－8

D-41

UnnamedPeak

(NorthofGulmatang)

N－8

BienGuapa

（ラダーク地域）
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MashiroKangri

KantakaKangri

5,901m

6,162m

6,109m

5,908m
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33．23′76｡50'KangYisay

Cumberland

Yan

（キシュトワール地域）

(1)キアール川流域

SickleMoon

Eiger

Cathedral

UnnamedPeak

UnnamedPeak

UnnamedPeak

UnnamedPeak

UnnamedPeak

UnnamedPeak

UnnamedPeak

UnnamedPeak

UnnamedPeak

UnnamedPeak(DrungDurungGl.)
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(SouthofSicklMoon)
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UnnamedPeak
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UnnamedPeak(BrammahGl.)

UnnamedPeak(′′）

UnnamedPeak(")

Dreikant

Eckpfeiler

Gur

UnnamedPeak

(ili)バルナジ川流域

Barnaj-I

Barnaj－Ⅱ

UnnamedPeak

UnnamedPeak

UnnamedPeak.

UnnamedPeak

（Ⅳ）その他の山々
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Shivling

Chapra(BhazumNala)

Tibetsi
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KunirhaVan

Nichhang

Cowabal

DudalPeak

DudhnagPeak

SunSetPeak

BanbunPeak

Tatakuti

SarbalPeak

AdventurersPeak

Challhenmala

HarbaghwanPeak

GreaterThajewasPeak

UmbrellaPeak

ValsheadPeak

SekjwasPeak

CrvstalPeak

NezaPeak

MosquitoPeak

SentinelPeak

Hattal

4･カラコルム

A山群

SaserKangri-I

SaserKangri－Ⅱ

SaserKangri－Ⅲ

B山群

MamostongKangri

RimoPeak

C山群

Apsarasas-I

Apsarasas-Ⅱ

ADsarasas－Ⅲ

TeramKangri-I

TeramKangri-Ⅱ

TeramKangri-m

SinghiKangri

Ghaint-I

Ghaint－Ⅱ

IndiraCol_

SiaKangri

5,138m

5,444m

6,000m

4,992m
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4,742m
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5,222m
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31'N
，
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誤
闇
①
で
画
日
皇
区
巨
あ
臣
甸
望
呵
画
跨
星
や
自
席
閂
。
望
呵
昌
臼
①
量
浅
口
で
①
消
○
吻
巨
○
口
の
鬮
夢
員
○
二
一
壱
の
ロ

・
里
”
①
Ｑ
石
の
日
甸
巨
昌
二
○
孟
渥
己
崖
呵
用
巨
迂
呉
馬
兵
同
嵩
幽
塁
ゞ
・
里
周
回
彦
胃
，
這
吻
２
－
画
‐
認
印
の
二
ｓ
・
亘
司
型
』
国
竺
ロ
。
ｍ
日
』
の
①
ロ
『
風
・
月
旦
句
「
９
０
画
ご
ゴ
ロ
⑪
ロ
四
星
↑
ゴ
ニ
ロ
ロ
易
旨
画
さ

①
の
』
昌
の
量
・
◎
皀
畠
・
貝
何
塁
ｍ
Ｅ
呵
愚
留
曾
応
僧
屋
．
ｏ
江
匡
冨
の
Ｂ
室
戸
ｇ
ｚ
閏
弓
・
星
甸
画
○
‐
戸
。
ｏ
男
ぢ
の
首
君
湧
昌
引
恒
【
一
の
ｚ
一
一
珂
竺
‐
一
判
［
・
一
。
。
」
日
８
］
⑪
召
〕
ｏ
』
名
３
－
当
命
Ｂ
Ｕ

①
的
の
二
Ｆ
・
の
石
臼
窟
戸
田
、
謹
両
①
ｐ
憎
の
量
○
歸
巨
“
Ｅ
Ｃ
昌
圏
詫
呉
云
蜜
戸
の
二
一
日
望
ロ
①
の
ロ
。
・
捉
甸
①
Ｐ
’
５
口
属
ロ
ゴ
星
づ
ロ
呵
吻
一
回
両
武
司
四
一
○
．
曇
竺

２
“
シ
》
・
』
①
量
ロ
。
乱
２
日
”
§
『
“
』
畠
の
量
冨
昌
昌
。
ｇ
三
ｍ
。
浄
勇
目
“
号
己
①
一
目
夢
Ｅ
恩
珠
澤
“
罪
巍
巍
率
辨
．
．
。
。
岬
曽
。
昌
雰
〕
且
唖
〕
ロ
日
。
胃
・
月
日
己
且

①
量
昌
鴬
彊
冒
易
の
国
・
巴
①
ご
画
一
①
ぢ
〕
‐
両
日
毎
津
ロ
冒
呂
。
ｚ
鱈
浸
・
爵
負
・
冨
色
角
屋
＄
虫
日
日
妙
冒
〕
ｏ
⑪
ｇ
《
目
○
二
日
＆
式
ｕ

ｓ
石
①
ロ
①
Ｑ
○
国
の
①
Ｐ
身
暮
雪
①
。
の
四
声
已
○
の
匡
師
星
戸
口
二
○
め
・
函
昌
圏
ロ
暉
○
毎
国
置
肖
毎
二
の
Ｆ
○
回
己
呵
星
員
忌
一
回
。
○
日
①
兵
一
国
貝
濁
己
の
回
Ｏ
匪
凹
↑
５
昌
口
『
・
２
．
目
⑪
幻
の
ロ
両
日
ロ
⑪
：
〕
○
口

で
何
口
宛
２
画
の
昌
笥
昌
口
『
両
吻
・
崖
○
二
弓
①
ロ
島
爾
睡
陶
雪
・
営
男
の
畠
・
曽
世
①
昌
属
ｇ
ｏ
山
吻
‐
〆
④
首
⑳
○
①
』
の
彊
冒
』
・
甸
旦
階
開
甸
切
シ
ロ
冒
昌
り
』
Ｏ
固
り
笥
ｇ
〕
Ｏ
口
吻
句
註
］
『
・
・
蔚
呉
由
三
】

’
×
の
①
雪
つ
の
ぢ
目
Ｃ
Ｑ
唖
号
冨
産
一
・
厘
日
急
幽
①
目
○
・
、
些
国
の
口
冒
習
冨
ど
の
一
量
ぢ
骨
員
［
。
‐
角
句
也
口
の
ｓ
ｇ
の
冒
○
』
の
菖
笥
目
四
日
司
口
詞
召
且
】
冒
呂
×
⑪
弓
］
Ｕ
Ｕ
－
Ｕ
由
９
ロ
⑪
口
凶
っ
］
目

も
①
邑
副
昌
屈
の
自
国
屋
ゴ
。
冨
臣
画
壱
ｇ
・
旨
の
勺
①
量
壱
ｇ
異
２
・
唇
。
昌
冨
口
閣
の
①
畠
ぢ

』
ｇ
砿
同
星
８
－
の
肘
昌
ロ
①
号
冨
①
Ｑ
ｇ
ｐ
Ｃ
３
）
豆
ｇ
ａ
Ｕ
切
言
』
Ｕ
ｓ
Ｏ
３
】
剣
ロ
両
日
弓
遭

‐
弓
巴
阜
３
漠
寓
言
型
唖
・
嵩
昌
圏
Ｑ
再
ロ
官
名
恩
『
，
零
。
。
畠
で
ロ
｜
、
、
首
呵
彦
君
国
司
局

圏
①
ご
飼
営
ぢ
む
』
甸
口
可
四
国
ロ
○
コ
ロ
冒
尉
の
ロ
一
兵
②
星
．
尹
判
３
口
の
Ｂ
国
○
旨
日
』
』
且
〕
団
ロ
ヨ
酬
日

・
息
量
Ｃ
①
量
．
Ｅ
Ｃ
畠
出
珂
の
ロ
①
曇
己
①
旦
信
ヨ
。
！
。
宕
○
寓
師
で
ｐ
Ｃ
冨
匡
。
頁
司
口
三
①
Ｚ
目
試

冒
“
・
胃
冒
目
］
・
唇
国
。
。
雪
：
宮
。
坐
‐
勺
属
且
。
目
画
§
画
曾
『
。
。
§
の
．
ｇ
言
§
ロ
８
鯛
鯛
言
醍
圭
寵
談
密
生
。
』
蝿
。

謁
昌
里
昌
巽
二
Ｑ
這
伝
毎
日
風
ロ
ゴ
○
日
の
毎
ｓ

日
日
］
旨
の
シ
日
田
ｇ
①
彊
首
量
宮
邸
也
日
閏
山
『
。
？
要
目
閑
亘
。
“
『
日
画
の
］
冑
倒
麗
⑭
・
奇
ま
心
口
。
ｑ
剣
日
の
』
○
日
ｑ
『

の
国
・
湯
口
ｏ
画
ｇ
ｍ
ｇ
。
ｏ
白
戸
彦
。
ｐ
望
。
ｐ
ご
自
由
ロ
飼
丙
且
＄
曾
具
ご
ロ
旬
日
毎
塁
二
画
吾
端
【
，
？
，
・
爲
房
里
両
口
門
。
剖
関
詞
今
。
『
ロ
ロ
吋
自
吟
国
肘
Ｄ
Ｂ
巴
号
の
ｐ
ｏ
ａ
ゴ
Ｏ
面

面
２
昌
昌
ｃ
ｃ
員
毎
ｍ
【
】
封
口
。
ロ
胃
員
勇
司
愚
昌
姉
為
奎
ｇ
禺
昌
患
何
日
２
の
夢
日
日
旨
。
◎
層
弓
日
固
◎
望
両
鳥
出
ぢ
め
ロ
○
乱
閏
舗
①
耳
。
Ｕ

苛
量
爵
昌
①
一
両
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
閃
・
◇
眉
。
三
己
。
ｐ
の
ど
ロ
ｏ
田
口
目
①
謹
吋
山
の
昌
囲
①
異
自
．
印
彊
ぢ
①
口
。
且
監
瞳
雲
冒
①
己
で
房
別
ゴ
Ｃ
ｓ
日
〕
『
己
⑪
］
３
ｍ
○
二
歩
一
日
司
巴
⑭
吻
呂
且
呵
『
，
Ｏ
匂
口
［

‐
〆
①
の
君
で
①
雪
、
。
日
毎
回
厚
呵
叩
『
の
白
。
一
。
。
・
・
内
の
昌
属
２
口
の
ｍ
・
岩
の
弓
で
一
日
の
昌
員
』
Ｕ
ｐ
日
⑪
日
，
型
⑪
ｓ
』
ｏ
】
８
ｇ
固
り
○
筋
の
コ
ゥ
日
コ

も
冒
函
員
。
。
日
の
昌
・
，
曲
画
国
苫
属
碕
目

・
日
。
⑭
意
、
亘
日
の
君
呵
①
自
彊
貝
目
。
ご
壱
①
ロ
メ
の
①
３
屑
吋
爵
注
傷
日
曽
ｏ
苦
』
甸
当
Ｕ
ｇ
員
。
§
ロ
ゴ
○
日

ヨ
宮
口
○
日
》
ぬ
呵
一
の
具
一
画
口
画
ヨ
ロ
の
。
冒
昼
学

身
口
剣
。
の
畳
自
負
参
凸
画
の
日
圃
。
己
邑
郎
・
日
。
、
，
”
ロ
呵
局
，
○
壱
昌
曽
『
具
の
量
ざ
圏
且
白
の
日
呵
ぢ
旨
国
叫
甸
今
國
ロ
ｇ
ｍ
ｏ
ｐ
局
冨
員
智
謨
⑪
日

己
⑭
昌
昌
司
僖
昌
豈
己
の
ロ
メ
①
の
力
む
口
甸
口
甸
や
○
回

勇
’
贄
菌
雪
国
①
ロ
の
量
Ｃ
ａ
員
。
画
２
．
画
里
の
閏
翫
画
の
自
昌
や
日
唱
の
曼
幽
日
己
の
《
』
戸
昌
写
凹
具
苛
品
”
『
』
２
。
弓
Ｏ
《
胃
田
山
山
口
彦
囚
ｚ

‐
ラ
。
二
。
量
の
邑
・
”
①
目
の
［
国
①
日
毎
。
の
量
爵
参
・
自
国
且
圏
畠
日
目
”
一
己
．
◎
層
・
昌
口
廻
Ｉ
村
・
ぢ
。
・
国
目
自
害
国
冨

①
ぢ
当
の
幻
①
。
）
ぢ
愚
訂
『
師
路
芦
①
』
の
量
貞
唾
菖
－
日
‐
⑮
弱
国
卜
①
畳
・
習
恩
８
Ｅ
呵
昌
。
旨
の
ご
園
Ｃ
烏
①
畠
。
。
＄
日
屡
目
３
目
冒
。
。
画
の
種
◎
号
函
謁
珂
湯
ぐ
高
閣

弓
の
角
①
昌
挿
〕
目
①
②

孕
包
昌
一
の
吻
口
の
己
引
○
ぬ
吻
呵
参
頁
○
○
①
毎
日

鼬
屋
恩
召
潭
扇
冨

●
の
馬
身
曽
の
①
』
ゴ
箇
己
昌
身
目
ｃ
ｐ
の
①
画
．
胸
里
ｇ
ａ
ｓ
閂
頃
晶
扇
迅
腸
閏

昌
飼
の
邑
邑
扇
閏
自
憲
罵
閏
窒
息
眉
も
望
瞑
名
も
農
昌
壱
員
＄
》

目
昌
一
君
の
畠
瞬
の
①
＄
員
輔
畠
飼
‐
◎
自
国
目
目
①
窒
哩
の
＄
函
鼠
黒
，
暑
昌

【
ご
畠

（
寸
的
①
『
孚
砦
○
○
国
）
甸
伺
ロ
〔
昌
弔
○
的
の
日
『
Ｂ
の
昌
陰

（
寺
叩
③
頃
切
。
記
②
）
胃
吋
日
切
の
碧
呵
》
め
の
鐸
蜀

均
①
ロ

ｔ
戸
旬
拭
出
ぢ
望
①
⑳
彦
己
鹿
。
Ｕ
男
の
皇
層

①
Ｐ
縄
↑
の
戸
君
。
切
望
国
①
ｐ
①
塁
一
一
口
戸
員
の
軍
紀
己
屋
師

勝
己
副
口
気
１
℃
冒
渥
Ｐ
Ｄ
ｐ
巨
戸
配
し
①
町
”
ぬ
①
塁
や
］
の
晩

Ｃ
↑
で
①
芭
印
ロ
淫
①
属
Ｈ
ｍ
の
↑
①
昌
一
も
蔚
功
・
雪
毎
口
浬

吋
・
冨
置
”
○
・
着
：
房
ｇ
ｐ
１
８
ｇ
匡
日
蔦

も
口
ロ
。
』
ｍ
匡
固
の
①
昌
圏
戸
口
◎
湯
陰
周
回
昌

吋
①
肖
呵
①
昌
一

山
①
↑
ロ
の
◎
や
口
の
う
○
コ
呵
口
の
⑳
ロ
ロ
岬
二
・
ｍ
牌
の

１
口
凶
①
』
Ｃ
弔
い
珂
彊
偽
揖
●
ロ
一
宮
⑩
。
、
對
呵
口
口
々
、
二
幸

①
僧
Ｃ
【
贋
幽
①
当
哨
可
町
”
し
彦
揖
。
酉
①
』
Ｏ
の
階
○
曽
孟

。
①
』
ロ
○
角
叫
固
嗣
幽
一

口
興
塁
『
図
甘
８
①
丑
岩
苗
●
風
呵
匡
の
目

で
年
二
宮
段
昌
彦
旬
日
、
①
彊
首
○
月
Ｅ
Ｃ
日

ら
シ
Ｃ
展
望
。
↑
恥
・
匡
冨
い
①
隅
印
舎
口
芦
の
幻
己
『
。
○
・
彦

信
宮
呵
吻
曽
①
己
両
の
『
①
的
①
回
暉
亀
呵
局
の
毎
目
》

．
Ｅ
国
Ｐ
口
○
日
①
彊
首
ｏ
画
呵
口
白
補
戸
口
８

，

０
口
『
Ｃ
ロ
い
『
の
〕
。
言
○
切
口
両
吻
、
戸
芦
の
胸
の
口
辛
碧
一
呵
無
や

爵
Ｂ
些
句
且
烏
冒
畠
糧
且
腐
邉
拭
貞
毎
お
応

○
二
ｔ
Ｈ
胃
叩
の
↑
や
匡
唇
○
局
の
二
Ｆ
匡
日
①
、
の
回
ｍ
ｐ
ｍ
蹄

①
戸
廻
①
９
で
９
口
目
２
口
穂
管
芦
・
宮
．
別

陶
の
胃
当
』
の
畳
。
④
量
・
国
別
盃
Ｃ
葛
８
牌

で
昌
甸
、
尚
屑
飼
①
一
階
①
皇
戸
鱈
の
属
端

０
閏
①
ａ
ざ
圏
①
胃
典
①
量
岩
の
９

口
目
ニ
ロ
ロ
叩
吻
吋
・
角
己
。
ご
画
の
門
①
脾
○
討
逗

侮
屑
甸
恩
二
②
。
種
幽
呵
捧
回
の
里
房
塁
呵
の
ロ
、
逼
孕

冒
口
①
乙
両
［
員
吻
飼
屡
や
。
［
園
の
や
い
可
ロ
呵
唖
属
口
宰

雲
吻
国
①
呉
臼
司
る
閏
の
ロ
ぴ
員
○
○
口
④
①
廻
上
○
口
吻
再
録

匂
ロ
呵
吻
〔
一
シ
①
匂
揖
ロ
国
員
員
』
Ｃ
出
師
①
ロ
の
ロ
邑
切
、

匡
Ｌ
ｓ
ｂ
ｐ
里
・
シ
ロ
”
一
口
ご
Ｃ
『
○
○
奥
、
回
。
］
由
Ｃ
ｐ
Ｈ
可
娼
命

Ｈ
嵩
口
吻
掴
。
ｐ
①
閂
・
四
日
図
。
“
閏
呵
出
Ｂ
ｇ
ｍ
３

①
星
碧
ロ
】
望
両
の
ｑ
ｍ
Ｐ
ｏ
婚
吻
○
月
Ｈ
司
屑
念
吻
山
』
今
の
員
同

の
崗
晦
Ｆ
①
兵
当
碧
ｐ
Ｒ
ｐ
①
茎
“
○
一
二
①
自
由
○
塒
涌
珂
で

１
凶
雪
毎
吟
回
○
三
司
口
曇
の
ｚ
華
里
口
呂
雨
均

ぢ
匡
○
已
国
８
開
国
回
国
舜
呵
弓
ロ
同
国
①
老

己
屋
、
匡
○
ご
甸
己
画
。
○
鱈
加
ロ
・
国
①
の
屋
司
］
唇
ゴ
○
揖
両

匡
国
毛
畠
①
彊
岩
冨
珂
ｇ
企
昌
具
珂

目
①
轌
墹
画
の
亀
瞬
の

①
ｍ
の
目
輔
圏
輌
‐
②
園

局
や
胃

－89－



－余
に－ 協 力者名簿

此の度の本登山隊の派遣につきましては、多くの方々より物心両面にわたる御援助・

御協力を賜りました。ここに心より厚く御礼申し上げます。

たいへんありがとうございました。

（ア行）

(株)ICI石井スポーッ

インド陸軍ラダツク駐屯26分隊

エアー・インディァ

遠藤登

（力行）

外務省情報文化局

(株)カモシカ・スポーツ

(株)キャラバン

(株)玉露園

コダマ樹脂工業株式会社

小西六写真工業株式会社

近喰司

（サ行）

三信製織株式会社

サンヨー食品株式会社

在日インド大使館

在印日本大使館

シカール・トラベル社

十僕キンバリー株式会社

杉本忠男

鈴木雄一

（タ行）

(株)ダックス

-90-

月星化成株式会社

(株)東亜計機製作所

東芝電池株式会社

飛田和夫

東レ株式会社

（ナ行）

N・クマール

日東電気工業株式会社

日本エフディ株式会社

日本テレビ放送網株式会社

日本ポリエチレン製品工業連合会

（ハ行）

葉隠素麺株式会社

日高照雄

富士電気化学株式会社

藤森工業株式会社

（マ行）

マウンテン・トラベル株式会社

マーキュリー・トラベル社

ミドリ安全株式会社

明星食品株式会社

（ヤ行）

山崎製パン株式会社



編集後記

ひと夏の想い出をマモストン・カンリで過してから、間も無く1年が過ぎようとし

ていろ。この間、一緒に出かけたカメラード達は次から次と新たな遠征に出かけて行

った。山田は、冬のアンナプルナI峰南壁から帰って直ぐ、吉田と一緒にK2へ出か

けた。最年少の岩崎は、まだ、インド、ネパールを放浪中で未だに帰国していない。

最年長の新郷は、今夏、インドのパルテクンタヘ再挑戦すべく入れ込んでいたが、メ

ンバーの都合で時期を延期せざるを得なくなったようである。小生もまた、8月から

ブータンの最高峰、ガンケール・プンズムヘと出かけろ。このように次から次と新た

な夢が広がると、1年前の、あの荒涼とした世界の出来事も何だか遠い想い出のよう

な気がしてくる。

慌ただしく過ぎ去る日々の生活の中では、どうしても過去の想い出に浸るよりは、

新たな夢の方に時間は割かれてしまう。そんな中で、何とか自分達の行動の軌跡を書

き記しておこうと一念発起して報告書の作成に取り掛かったものの、やはり、夢に食

われる時間が多く、筆の方は遅々として進まなかった。加えて、原稿依頼者が国内不

在と云うこともあって、原稿の集まりが悪く、当初の構想は何処へやら内容の片寄っ

たものになってしまった。

兎に角、早く、ひと区切りをつけて、新たな夢に没頭したいと云う思いが、見切り

発車のような形で上梓する結果になってしまった｡(尾形）

－千人ロフ雲居蕊。＞山華一

昭和60年7月1日発行
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